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第１回「私とみんてつ」
小学生新聞コンクール 受賞作品決定

（社）日本民営鉄道協会（東京都千代田区・会長 佐藤 茂雄）では、「新聞」作成を通じて
子供たちに鉄道や民鉄に対する関心と理解を深めてもらうことを目的として、

平成１９年 ７月１日（日）から９月３０日（日）まで、小学生３～６年生を対象とした
「第１回『私とみんてつ』小学生新聞コンクール」を実施いたしました。

その結果、全国２５４校から９９５作品（１，２３６人）の応募があり、
この度、個人賞（「最優秀作品賞」１作品、「優秀作品賞」５作品、「審査員特別賞」７作品、「佳作」２６作品）

ならびに学校賞（「最優秀学校賞」１校、「優秀学校賞」２校、「審査員特別賞」２校）が決定しました。

MINTETSU
NEWS

なお、最優秀作品賞・優秀作品賞・審査員特別賞を受賞した１３作品については、
当協会ホームページ（http://www.mintetsu.or.jp/）にて紹介しています。

【最優秀作品賞】（日本民営鉄道協会 会長賞）
タイトル「コアラ新聞」　国府台女子学院小学部４年　黒沢　優子

個人賞
部門

受賞者・受賞校紹介

学校賞
部門

【最優秀学校賞】（日本民営鉄道協会 会長賞）
神奈川県　湘南白百合学園小学校



� MINTETSU WINTER 2008

みんてつだより

第１回「私とみんてつ」小学生新聞コンクール 受賞作品決定
基調報告�　　鉄道の未来学

都市鉄道等利便増進法と都市鉄道ネットワーク
●芝浦工業大学工学部土木工学科 教授　岩倉成志

連載�　　みんてつ探訪

●作家　野村正樹

連載�　　リレーエッセイ

「列車しか持ち得ないもの」
●作家　角田光代

連載�　　鉄道と映画

「ショア」
●財団法人運輸政策研究機構 会長　羽生次郎

連載�　　民鉄紀行

近畿日本鉄道・難波線［近鉄難波～上本町］
●作家　島　実蔵

連載�　　大正・昭和の鳥瞰図絵師　吉田初三郎の世界

京王電車沿線名所図絵
●首都大学東京（都立大学）非常勤講師　藤本一美

「鉄道事故復旧訓練」
京浜急行電鉄・京急ファインテック久里浜事業所

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立され、72 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、もって国民経
済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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都心部乗り入れ実現で
広域鉄道ネットワークの
一翼を担う。
●相模鉄道株式会社 代表取締役社長 社長執行役員　鳥居　眞

「相鉄・JR」「相鉄・東急」相互直通運転にみる
利便性の増進。

都市鉄道等利便増進法の
成立経緯と可能性
量から質へ、鉄道政策の重点が変化
●国土交通省 鉄道局 都市鉄道課長　濱　勝俊

特集／都市鉄道等利便増進法
［利便性の高い都市鉄道ネットワークへ］

神奈川東部方面線の開通で期待される〝地域活性化＂
●横浜市都市整備局鉄道事業課 神奈川東部方面線担当課長　黒水公博

個社としてではなく、鉄道ネットワークを担う
一事業者として責任を果たしたい。

混雑緩和と鉄道ネットワークの拡充。
お客さまの利便性向上を第一に。

●相模鉄道株式会社 鉄道カンパニー プロジェクト推進部長　古瀬　円

●東京急行電鉄株式会社 執行役員 鉄道事業本部 副事業本部長 泉　康幸
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都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
は
、
民
鉄
各
社

の
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
可
能

性
を
拡
げ
る
補
助
制
度
で
あ
る
。
本
稿
で
は

東
京
圏
で
の
今
後
の
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
の
課
題
を
念
頭
に
、
都
市
鉄
道
等
利

便
増
進
法
（
以
下
、
利
便
増
進
法
）
へ
の
期

待
を
述
べ
た
い
。

着
工
が
決
定
さ
れ
た
神
奈
川
東
部
方
面
線

は
、
相
鉄
線
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
海
道
貨
物
線

と
の
連
絡
線
２
・
７
㎞
お
よ
び
相
鉄
線
と
東

急
東
横
線
と
の
連
絡
線
10
㎞
を
整
備
、
神
奈

川
県
央
部
と
新
横
浜
、
東
京
都
心
と
を
結
ぶ

長
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
る
。
こ
の
整
備
に

よ
っ
て
二
俣
川
駅
︱
新
宿
間
で
15
分
、
海
老

名
駅
︱
目
黒
駅
で
15
分
、
湘
南
台
駅
︱
新

横
浜
駅
で
26
分
も
の
時
間
短
縮
が
達
成
さ
れ

る
。
既
設
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
極
め
て
有

効
に
活
用
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
助
成
制
度
で
は
、
こ
の
計
画

の
実
現
へ
の
道
の
り
は
大
変
厳
し
か
っ
た
と

言
え
よ
う
。
利
便
増
進
法
は
補
助
率
の
高
さ

や
補
助
交
付
事
業
者
の
制
約
条
件
の
低
さ
に

お
い
て
画
期
的
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

大
都
市
圏
に
お
い
て
も
将
来
の
少
子
高
齢
化

や
高
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
え
の
厳
し
い
路

線
間
競
争
に
よ
っ
て
、
鉄
道
事
業
者
は
整
備

リ
ス
ク
を
抱
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
鉄
道
事
業
者
の
み
に
負

わ
せ
ず
、
関
係
者
間
で
リ
ス
ク
を
分
担
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
既
設
線
間
を
接
続

さ
せ
る
こ
と
で
鉄
道
事
業
者
間
に
発
生
す
る

反
射
損
益
を
調
整
で
き
る
た
め
、
積
極
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
も
可
能
に
な
る
。

東
京
圏
の
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
世

界
的
に
み
て
も
高
密
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

概
成
し
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
概

成
し
た
が
ゆ
え
に
、
既
設
線
間
の
短
絡
線
を

整
備
す
る
小
規
模
投
資
で
、
新
し
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
誕
生
す
る
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
秘
め
て
い
る
。
既
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

上
手
に
活
用
し
た
至
近
の
例
と
し
て
、
東
武

ス
ペ
ー
シ
ア
の
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
乗
り
入
れ
や
、

小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
北
千
住
駅
・
新
木

場
駅
へ
の
乗
り
入
れ
計
画
が
あ
る
。
ス
ペ
ー

シ
ア
の
事
例
は
、
従
来
の
浅
草
駅
で
の
利
用

客
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
新
宿
駅
で
の

利
用
客
を
増
や
し
て
お
り
、新
し
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
拡
大
に
成
功
し
た
事
例
と
言
え
る
。
ロ

マ
ン
ス
カ
ー
の
乗
り
入
れ
も
首
都
圏
の
有
数

な
観
光
資
源
で
あ
る
箱
根
へ
の
観
光
客
の
増

加
や
都
心
へ
の
通
勤
客
の
増
加
を
も
た
ら
す

と
思
わ
れ
る
。

運
輸
政
策
審
議
会
第
18
号
答
申
（
平
成
12

年
1
月
）
で
示
さ
れ
た
東
京
圏
の
中
長
期
都

市
鉄
道
計
画
で
も
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用

し
た
混
雑
緩
和
や
空
港
ア
ク
セ
ス
機
能
向
上

を
目
的
と
し
た
路
線
計
画
が
示
さ
れ
て
い
る
。

既
設
線
間
を
短
絡
線
で
結
ぶ
計
画
例
と
し
て

は
、
例
え
ば
Ｊ
Ｒ
東
北
線
、
高
崎
線
及
び
常

磐
線
の
東
京
駅
延
伸
（
３
・
６
㎞
）、
京
浜
急

行
空
港
線
と
東
急
目
蒲
線
を
結
ぶ
蒲
々
線

（
３
・
０
㎞
）、
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
豊
洲

都市鉄道の整備：

都市鉄道等利便増進法への
期待とその可能性

芝浦工業大学
工学部土木工学科　教授

岩倉成志
text by Seiji IWAKURA
専門分野：交通行動理論・計量経済分析　東京理科大学大学院理工学研究科土
木工学専攻修士課程修了。（財）運輸政策研究機構調査室調査役を経て芝浦工業
大学に就任。土木学会、アジア交通学会に所属。運輸政策研究機構都市鉄道調
査ＷＧ委員、国土交通省関東地方交通審議会専門委員、国土交通省踏切改善懇
談会委員。

平成17年に施行された都市鉄道等利便増進法は、
大都市圏の鉄道ネットワークの新たな可能性を拡げる。
既存のネットワークを活用し、さらに利便性の高い高密度なネットワークへ。
都市鉄道整備における現在の課題と、
都市鉄道サービスを向上させるためのこれからの方向性を考える。

基調報告 25
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駅
か
ら
半
蔵
門
線
住
吉
駅
へ
の
延
伸（
５
・
５

㎞
）、
横
浜
市
営
地
下
鉄
あ
ざ
み
野
駅
か
ら

小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
へ
の
延
伸（
６
・
６

㎞
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
短
絡
線
整

備
に
よ
っ
て
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

相
互
直
通
化
の
負
の
側
面

東
京
圏
の
都
市
鉄
道
整
備
は
、
他
の
交
通

計
画
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
着
実
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
が
、
ピ
ー
ク
需
要
の
集
中
は
凄

ま
じ
く
、
都
心
へ
向
か
う
５
０
０
万
人
の
通

勤
客
、
通
学
客
は
苛
酷
な
移
動
を
日
々
強
い

ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
相
直
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
を
享
受
し
な
が
ら
、

一
方
で
、
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
る
の
が

高
い
混
雑
率
が
も
た
ら
す
列
車
遅
延
で
あ
る
。

非
常
に
高
度
な
運
行
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
ピ
ー
ク
時
に
は
約
２
分
ヘ
ッ
ド
の
ダ
イ

ヤ
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
列
車
遅

延
が
５
分
発
生
す
る
と
、
運
行
本
数
は
時
間

30
本
か
ら
28
本
へ
減
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。
輸

送
人
員
が
輸
送
力
の
１
・
７
倍
（
混
雑
率

１
７
０
％
）
の
状
況
を
想
定
し
て
み
よ
う
。

運
行
本
数
が
２
本
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

輸
送
力
が
約
７
％
低
下
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
混
雑
率
に
す
る
と
約
13
％
も
上
昇

（
混
雑
率
１
８
３
％
）
し
て
し
ま
う
計
算
に

な
る
。 

運
転
間
隔
が
開
く
こ
と
で
駅
の
乗
車
客
が

増
加
し
、
本
来
よ
り
混
雑
し
た
列
車
に
乗
り

込
む
た
め
、
さ
ら
に
乗
車
時
間
が
増
加
す
る
。

ま
た
、
１
列
車
当
た
り
の
駅
で
の
降
車
客
も

増
加
し
、
混
雑
し
た
車
内
か
ら
ド
ア
ま
で
進

む
た
め
に
、
さ
ら
に
降
車
に
時
間
が
と
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
乗
降
時
間
の
増

加
は
駅
で
の
停
車
時
間
の
増
加
に
直
結
す

る
。駅

で
の
停
車
時
間
の
増
加
は
、
後
続
列
車

へ
も
遅
延
が
伝
播
し
、
結
果
的
に
路
線
全

体
で
の
速
度
低
下
が
起
こ
り
、
列
車
遅
延
を

拡
大
さ
せ
る
。
速
度
低
下
は
路
線
に
よ
っ
て

様
々
で
あ
る
も
の
の
、
オ
フ
ピ
ー
ク
時
の
列

車
速
度
に
比
し
て
ピ
ー
ク
時
に
は
約
20
％
か

ら
約
40
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
路
線
も
あ
り
、

利
用
者
に
と
っ
て
は
、
最
も
混
雑
が
激
し
い

時
間
帯
に
最
も
長
く
乗
車
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
17
年
度
大
都
市
交
通
セ
ン
サ
ス
に
よ

れ
ば
、
東
京
圏
の
駅
内
で
の
ピ
ー
ク
時
の
平

均
歩
行
速
度
は
分
速
40
ｍ
弱
と
い
う
報
告
が

あ
る
。
１
分
間
歩
い
て
も
２
車
両
分
し
か
進

む
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
特
に
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
周
辺
で
の
大
規
模
な
都
市
開
発
に

よ
る
降
車
客
の
増
加
と
あ
い
ま
っ
て
、
ホ
ー

ム
上
で
の
乗
車
客
と
降
車
客
と
の
錯
綜
が

起
き
て
お
り
、
そ
れ
が
乗
降
時
間
を
増
加
さ

せ
、
列
車
遅
延
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
駅
の

大
規
模
化
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

平
均
乗
り
換
え
所
要
時
間
も
こ
の
5
年
間
で

３
・
９
分
か
ら
４
・
５
分
へ
と
悪
化
傾
向
に
あ

る
。

Ⓒ PANA通信社
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輸
送
障
害
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
問
題
に

も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
国
土
交
通
省
が
東

京
都
と
欧
米
都
市
と
の
踏
切
数
の
比
較
結
果

を
公
表
し
て
い
る
が
、
東
京
都
の
６
２
８
カ

所
に
比
し
て
、
パ
リ
14
カ
所
、
ロ
ン
ド
ン
10

カ
所
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
１
２
２
カ
所
、
路
線

延
長
に
差
が
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、
わ
が
国

に
は
圧
倒
的
に
踏
切
が
残
存
し
て
い
る
。
踏

切
問
題
に
関
す
る
多
く
の
議
論
は
、
開
か
ず

の
踏
切
に
よ
る
道
路
渋
滞
で
あ
る
が
、
踏
切

障
害
は
運
転
事
故
件
数
の
半
数
を
占
め
て
お

り
、
相
互
直
通
運
転
が
進
み
シ
ー
ム
レ
ス
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整
う
一
方
で
、
一
カ

所
で
起
き
た
踏
切
障
害
が
極
め
て
広
範
囲
な

輸
送
障
害
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
問
題
が
発

生
し
て
い
る
。

利
便
増
進
法
の
課
題

相
互
直
通
化
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

は
是
と
考
え
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
述
し

た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
複
々
線
化
や

駅
構
内
の
改
良
、
踏
切
事
故
対
策
な
ど
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

改
良
工
事
に
利
便
増
進
法
を
適
用
す
る
際
の

課
題
を
考
え
て
い
き
た
い
。

民
鉄
線
の
複
々
線
化
の
助
成
と
し
て
極
め

て
有
効
に
機
能
し
て
き
た
特
々
制
度
は
平
成

17
年
に
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
廃
止
さ
れ
事

実
上
の
新
規
認
定
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
利

便
増
進
法
の
活
用
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
利
便
増
進
法
に
よ

る
速
達
性
向
上
事
業
の
補
助
対
象
は
、
連
絡

線
整
備
と
連
絡
施
設
の
整
備
、
列
車
追
越
施

設
の
整
備
に
限
ら
れ
て
い
る
。
複
々
線
に
よ

る
速
達
性
向
上
の
効
果
は
既
に
複
数
の
路
線

で
発
現
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
利
用
者
も

実
感
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
追
越
施
設

の
連
続
で
複
々
線
と
す
る
の
は
少
々
乱
暴
な

考
え
と
思
わ
れ
る
の
で
、
速
達
性
向
上
事
業

に
複
々
線
化
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
運
輸
政
策
審
議
会
第
18
号
答

申
の
Ａ
２
路
線
（
目
標
年
次
２
０
１
５
年
ま

で
に
整
備
着
手
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
路

線
）と
し
て
の
東
京
9
号
線
の
複
々
線
化（
和

泉
多
摩
川
︱
新
百
合
ヶ
丘
）、
Ｂ
路
線
（
今

後
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
路
線
）
と
し

て
の
東
京
10
号
線
の
複
々
線
化
（
笹
塚
︱
調

布
）、
東
急
田
園
都
市
線
の
複
々
線
化
（
溝

の
口
︱
鷺
沼
）、
答
申
路
線
で
は
無
い
も
の

の
混
雑
率
が
非
常
に
高
い
東
京
メ
ト
ロ
東
西

線
の
複
々
線
化
な
ど
、
輸
送
力
増
強
が
必
要

な
路
線
は
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

駅
構
内
の
改
良
に
関
す
る
利
便
増
進
法
の

駅
施
設
利
用
円
滑
化
事
業
の
補
助
対
象
は
、

乗
り
換
え
ま
た
は
乗
降
を
円
滑
に
行
う
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
乗
換
連
絡
施
設
、
改

札
口
、
駅
構
内
自
由
通
路
、
自
動
車
駐
車
場

ま
た
は
自
転
車
駐
輪
場
と
な
っ
て
い
る
。よ
っ

て
、
乗
降
者
の
滞
留
に
伴
う
列
車
遅
延
を
解

消
す
る
た
め
の
ホ
ー
ム
拡
充
や
ホ
ー
ム
増
設

へ
の
適
用
は
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は

膨
大
な
建
設
工
事
費
に
比
し
て
利
用
者
の
増

加
が
見
込
み
に
く
く
、
施
設
使
用
料
の
設
定

が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
と
想
定
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
具
体
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
調

査
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

対
象
事
業
要
件
の
累
積
黒
字
転
換
年
限
に
対

す
る
公
益
性
の
考
慮
、補
助
負
担
率
の
検
討
、

市
街
地
再
開
発
事
業
と
一
体
化
し
た
施
設
整

備
方
法
の
検
討
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

踏
切
対
策
は
、
鉄
道
と
道
路
の
立
体
化
や

歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
、
踏
切
保
安
設

備
整
備
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
な
ど
が
基
本

と
な
る
。
連
立
事
業
を
標
榜
す
る
東
武
伊
勢

崎
線
竹
ノ
塚
の
踏
切
で
は
、
先
立
っ
て
自
転

車
対
応
型
の
歩
道
橋
が
設
置
さ
れ
、
利
用
状

況
も
良
好
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
地
平
上
の

複
々
線
は
、
構
造
的
に
踏
切
横
断
距
離
が
長

く
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
頻
度
な
鉄
道

運
行
に
よ
っ
て
踏
切
の
開
放
時
間
は
非
常
に

短
く
な
る
。
ま
た
駅
付
近
の
踏
切
道
で
の
通

過
交
通
量
が
多
く
、
踏
切
障
害
が
発
生
す
る

可
能
性
も
高
く
な
る
。
利
便
増
進
法
に
よ
る

交
通
結
節
機
能
高
度
化
計
画
は
比
較
的
大
規

模
な
駅
部
改
良
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
歩

行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備
と
合
わ
せ
て

構
内
自
由
通
路
整
備
や
改
札
整
備
な
ど
駅
部

の
安
全
性
と
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
計
画
も

積
極
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

費
用
分
担
の
ジ
レ
ン
マ

利
便
増
進
法
の
補
助
金
は
補
助
対
象
経
費

の
３
分
の
２
を
国
と
地
方
公
共
団
体
の
協

調
補
助
で
捻
出
し
、
事
業
が
行
わ
れ
る
地
方

公
共
団
体
が
費
用
を
捻
出
す
る
即
地
主
義
を

と
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
都
市
鉄
道
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
は
広
域
に
効
果
を
も
た
ら
す
。

特
定
の
地
方
公
共
団
体
に
集
中
的
な
費
用
捻

出
を
さ
せ
る
現
在
の
や
り
方
が
妥
当
で
あ
る

か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
整
備
費
を
捻
出
す
る
当

該
地
方
公
共
団
体
と
そ
の
効
果
を
享
受
す
る

地
方
公
共
団
体
が
異
な
る
場
合
は
費
用
負
担

に
対
す
る
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、

東
京
圏
全
体
で
み
れ
ば
重
要
な
事
業
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
整
備
順
位
が
低
下
す
る
こ
と
に

も
な
っ
て
し
ま
う
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
新
規

整
備
の
公
共
事
業
に
は
費
用
対
効
果
分
析
が

義
務
付
け
ら
れ
、
利
便
増
進
法
で
は
交
通
需

要
予
測
に
基
づ
い
た
施
設
使
用
料
算
定
が
行

わ
れ
て
い
る
。
分
析
技
術
上
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
に
よ
る
便
益
の
帰
着
地
域
も
特
定
す

る
素
地
が
で
き
て
い
る
。
関
係
す
る
地
方
公

共
団
体
が
増
加
す
る
こ
と
で
調
整
が
難
し
く

な
る
課
題
も
発
生
す
る
が
、
よ
り
公
平
な
費

用
負
担
、
整
備
計
画
の
遅
延
の
解
消
の
観
点

か
ら
前
向
き
な
議
論
を
行
う
必
要
が
高
い
と

考
え
て
い
る
。

都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
近
未
来
考

最
後
に
既
存
の
都
市
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
を
よ

り
向
上
さ
せ
る
た
め
の
今
後
の
方
向
性
を
４

点
述
べ
た
い
。

一
つ
め
は
異
な
る
軌
間
を
も
つ
路
線
間
の

相
互
直
通
運
転
で
あ
る
。
現
在
、
新
幹
線
と

在
来
線
を
直
通
運
転
す
る
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト

レ
イ
ン
の
技
術
研
究
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。
高
速
走
行
性
と
急
曲
線
の
通
過
性

能
の
両
方
を
担
保
す
る
非
常
に
難
し
い
車
両
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技
術
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
幹
線

鉄
道
の
車
両
開
発
と
併
行
し
て
都
市
鉄
道
の

車
両
開
発
も
視
野
に
入
れ
た
研
究
を
展
開
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
。
都
市
鉄
道
の
列
車
走
行

頻
度
に
応
じ
た
台
車
の
耐
久
性
や
軌
間
可
変

装
置
の
通
過
時
間
の
短
縮
な
ど
、
幹
線
鉄
道

よ
り
も
要
求
水
準
が
高
く
な
る
事
項
も
あ
ろ

う
。
運
輸
政
策
研
究
所
で
提
案
さ
れ
た
東
武

野
田
線
と
北
総
線
と
の
連
絡
線
整
備
に
よ
る

埼
玉
方
面
か
ら
の
成
田
空
港
ア
ク
セ
ス
性
の

向
上
な
ど
は
一
例
で
あ
る
が
、
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
車
両
の
開
発
に
よ
り
、
新
し
い
都
市
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
可
能
性
が
大
き
く

広
が
る
。

二
つ
め
は
、
地
下
鉄
内
の
急
行
化
の
促
進

で
あ
る
。
運
輸
政
策
審
議
会
第
18
号
答
申
で

も
都
心
部
の
高
速
移
動
に
関
す
る
議
論
が
な

さ
れ
、
京
葉
線
の
新
宿
・
三
鷹
延
伸
な
ど
が

計
画
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
検

討
は
は
か
ば
か
し
く
な
い
。
都

区
部
の
地
下
鉄
の
ほ
と
ん
ど
が

緩
行
運
転
と
な
っ
て
い
る
が
、

急
行
化
の
た
め
の
追
越
施
設
の

整
備
に
よ
っ
て
、
都
心
部
の

み
な
ら
ず
広
域
に
速
達
性
を
も

た
ら
す
効
果
は
大
き
い
と
考
え

る
。
小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
乗
り
入

れ
に
際
し
、
地
下
鉄
区
間
内
で

の
急
行
運
転
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方

向
性
は
地
下
鉄
に
相
直
す
る
民

鉄
各
線
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

向
上
さ
せ
、
利
便
増
進
法
の
理

念
に
も
合
致
し
た
も
の
と
考
え

る
。三

つ
め
は
、
都
市
鉄
道
の
端

末
交
通
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
改
善

に
よ
る
公
共
交
通
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
向
上
で
あ
る
。
例

え
ば
、
駅
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
バ

ス
サ
ー
ビ
ス
は
改
善
す
る
余
地

が
ま
だ
ま
だ
多
い
と
思
わ
れ
る
。

モ
ー
ド
独
立
で
は
な
く
、
公
共

交
通
を
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
で

捉
え
た
計
画
コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
で
あ
る
。

駅
端
末
バ
ス
路
線
の
道
路
容
量
の
増
加
、
駅

前
広
場
の
整
備
、
拡
大
な
ど
道
路
管
理
者
の

役
割
が
大
き
く
、
鉄
道
・
バ
ス
・
道
路
・
都

市
側
の
組
織
横
断
に
よ
る
協
働
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
と
重
点
投
資
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
環
境
的
に
持
続
可
能
な
交
通
）
の

一
環
と
し
て
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
実
証
実

験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
普
及

の
た
め
に
は
、
駅
直
近
で
の
自
動
車
駐
車
場

の
安
価
な
貸
与
が
必
要
と
考
え
る
。
駅
付
近

の
高
架
下
な
ど
で
の
駐
車
場
貸
与
な
ど
鉄
道

事
業
者
側
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

四
つ
め
は
、
鉄
道
技
術
に
関
す
る
コ
ン

セ
ン
サ
ス
会
議
な
ど
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
創
出
で
あ
る
。
わ
が
国

の
鉄
道
技
術
は
極
め
て
高
度
で
あ
る
し
、
整

備
を
推
進
す
る
た
め
の
新
し
い
整
備
制
度
も

そ
の
都
度
創
ら
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
利
用

者
は
鉄
道
の
安
全
性
を
至
極
当
然
と
と
ら

え
、
混
雑
や
列
車
遅
延
に
対
し
て
大
き
な
不

満
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ピ
ー
ク
需
要

の
集
中
は
、
都
心
立
地
企
業
が
時
間
集
積
の

経
済
性
を
求
め
て
同
一
時
刻
帯
に
始
業
時
刻

を
集
中
さ
せ
て
き
た
結
果
で
あ
る
し
、
ピ
ー

ク
時
の
駅
停
車
時
間
の
増
加
に
よ
る
列
車
遅

延
は
、
発
車
間
際
や
混
雑
車
両
へ
の
数
名
の

無
理
な
乗
車
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
利

便
性
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
な

運
行
に
も
支
障
を
き
た
す
。
鉄
道
輸
送
と
鉄

道
利
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
市
民
対
話
の
機

会
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

三崎口

横浜

鶴見
中山

あざみ野

目黒和泉多摩川

調布

新木場

池袋

押上

住吉

見沼代
親水公園

八王子

立川
三鷹

町田

上北台

大泉学園町
光が丘

練馬石神井公園

大宮

蓮田
野田市

岩槻

越谷

松戸

北越谷

印西牧の原

つくば

印旛日本医大

新東京国際空港
箱根ケ崎

横浜線・相模線方面

羽田空港方面羽田空港方面

総武線方面

武蔵野線方面

新百合ヶ丘新百合ヶ丘

喜多見喜多見
東北沢東北沢 渋谷渋谷

笹塚笹塚

赤羽岩淵赤羽岩淵

日暮里日暮里
上野上野

東京東京
秋葉原秋葉原新宿新宿

豊洲豊洲

大倉山
新横浜 川崎

東急蒲田
羽田空港

海浜幕張

津田沼船橋

新浦安
中央博物館・市立病院前

県庁前

日吉日吉

大崎大崎

桜木町
元町

二俣川

油壺

東京圏鉄道網図（運輸政策審議会第18号答申）

（資料：国土交通省）

答申路線の整備状況（2007年4月1日現在）

A1路線

A2路線

B 路線

　計

288
（100％）

45
（16％）

95
（33％）

148
（51％）

167
（100％）

152
（91％）

15
（9％）

0
（0％）

203
（100％）

203
（100％）

0
（0％）

0
（0％）

658
（100％）

417
（63％）

93
（14％）

148
（23％）
単位：km

答申延長 未着手 整備中 営業中

目標年次（2015年）までに
開業することが適当である路線（Ａ1）

目標年次（2015年）までに
整備着手することが適当である路線（Ａ2）

今後整備について検討すべき路線（Ｂ）

路線の新設 複々線化等
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相
模
鉄
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

社
長
執
行
役
員

鳥
居　

眞

M
akoto TO

RII

念
願
の
東
京
都
心
部
乗
り
入
れ
が
実
現
す
る
。

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
に
お
け
る
速
達
性
向
上
事
業
の
第
１
号
案
件
と
し
て
認
定
さ
れ
た
相
模
鉄
道
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
相
模

鉄
道
と
東
急
電
鉄
の
直
通
線
。

首
都
圏
の
広
域
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担
う
、
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
気
概
、
抱
負
、
広
が
る
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を

相
模
鉄
道
株
式
会
社 

鳥
居
眞
代
表
取
締
役
社
長
に
う
か
が
っ
た
。

都
心
部
乗
り
入
れ
実
現
で

広
域
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

 一
翼
を
担
う
。

TOP INTERVIEW

文
◉
茶
木　

環
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　

撮
影
◉
織
本
知
之
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都
心
部
乗
り
入
れ
の
実
現
へ

―
―

相
模
鉄
道
︵
相
鉄
︶
は
長
い
間
、
横
浜

駅
西
口
の
開
発
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
、
横

浜
と
と
も
に
と
い
う
印
象
が
強
い
の
で
す
が
。

鳥
居　

当
社
の
創
立
は
大
正
６
年
で
す
が
、

昭
和
20
年
代
か
ら
事
業
の
多
角
化
を
進
め
て

い
ま
す
。
昭
和
30
年
に
横
浜
駅
西
口
で
商
業

施
設
建
設
を
手
掛
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

昭
和
40
年
代
か
ら
西
口
の
再
開
発
と
新
線
建

設
を
２
大
事
業
に
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
48
年

に
相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
が
開
業
し
、
い
ず
み
野

線
は
51
年
に
開
業
し
ま
し
た
。
平
成
10
年
に

は
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン 

ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー

ズ
を
開
業
し
て
い
ま
す
。

―
―

東
京
都
心
部
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
の
構

想
は
い
つ
頃
か
ら
お
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
か
。

鳥
居　

い
ず
み
野
線
の
延
伸
と
沿
線
開
発
で

当
社
の
輸
送
人
員
は
順
調
に
増
加
し
て
い
き

ま
し
た
が
、
平
成
7
年
を
ピ
ー
ク
に
右
肩
下

が
り
で
減
少
を
続
け
、
16
年
に
は
ピ
ー
ク
時

の
10
％
減
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。
現
在
、

下
げ
止
ま
り
は
し
た
も
の
の
、

維
持
・
増
加
に
苦
心
し
て
い

る
状
態
で
す
。

　

数
年
前
か
ら
お
客
さ
ま
の

減
少
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

る
う
ち
に
、
こ
れ
は
少
子
高

齢
化
や
景
気
低
迷
に
よ
る
雇

用
調
整
と
い
っ
た
社
会
構
造

の
変
化
だ
け
で
は
な
く
、
当

社
と
他
社
が
有
す
る
鉄
道
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
違
い
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
他
社
に
お

い
て
は
、
輸
送
人
員
の
回
復

が
堅
調
で
、
か
つ
沿
線
人
口

も
維
持
・
増
加
で
き
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
関
東
大
手

民
鉄
９
社
の
中
で
、
都
心
部

に
乗
り
入
れ
て
い
な
い
の
は

当
社
だ
け
で
す
。
当
社
沿
線

か
ら
東
京
都
心
へ
向
か
う
場

合
は
必
ず
乗
り
換
え
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
お
客
さ
ま
が
鉄
道
路
線
を
選
ぶ
時
代

と
な
り
、
利
便
性
向
上
の
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
輸
送
規
模
が
縮
小
し
て
し
ま
う
と

い
う
強
い
危
機
感
も
あ
り
ま
し
た
。

　

都
心
部
へ
の
乗
り
入
れ
は
、
相
鉄
グ
ル
ー

プ
の
長
年
の
夢
で
あ
り
、
悲
願
で
も
あ
り
ま

し
た
が
、
具
体
的
に
動
き
出
し
た
の
は
こ
の

時
点
か
ら
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

―
―

そ
の
乗
り
入
れ
の
方
法
で
す
が
、
ど
の

よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鳥
居　

さ
ま
ざ
ま
な
都
心
部
乗
り
入
れ
方
策

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
線
へ
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
社
内
で

研
究
を
進
め
、
実
際
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
さ
ん
に

打
診
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
検
討
を
重

ね
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
話
し
合
い
の
中
で
、

当
社
線
の
西
谷
駅
か
ら
横
浜
羽
沢
駅
付
近
間

に
連
絡
線
を
建
設
し
て
相
互
乗
り
入
れ
を
行

う
と
い
う
案
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
の
都

市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
の
制
定･

施
行
が
契

機
と
な
っ
て
、
事
業
が
大
き
く
動
き
出
し
ま

し
た
。
横
浜
羽
沢
駅
付
近
か
ら
新
横
浜
駅
を

経
由
し
、
東
急
東
横
線
の
日
吉
駅
に
至
る
連

絡
線
の
整
備
計
画
も
同
時
に
進
み
、
す
べ
て

の
関
係
者
の
合
意
を
得
て
、
相
鉄
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
、
東
急
電
鉄
３
社
に
よ
る
新
た
な
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
す
。

―
―

直
通
線
の
整
備
に
よ
り
、
都
心
部
乗
り

入
れ
の
夢
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

鳥
居　

現
在
の
相
鉄
線
は
、
神
奈
川
県
内
で

完
結
し
て
い
る
ク
ロ
ー
ズ
さ
れ
た
路
線
で
す

が
、
本
路
線
が
す
べ
て
実
現
し
た
と
き
に
は
、

相
鉄
と
東
京
都
心
が
直
接
つ
な
が
り
、
乗
り

換
え
な
し
で
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
目
的
地

が
飛
躍
的
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当

社
も
、
ま
さ
し
く
首
都
圏
に
お
け
る
広
域
鉄

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
急
電
鉄

と
の
直
通
線
は
、
近
年
の
鉄
道
全
体
の
シ
ー

ム
レ
ス
化
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
っ
た
社

会
的
要
請
に
応
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
当
社
の
鉄
道

網
も
変
わ
っ
て
い
く
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
決
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

―
―

新
横
浜
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
ア
ク
セ
ス
も

可
能
に
な
り
ま
す
。

鳥
居　

そ
う
で
す
ね
。
新
幹
線
駅
、
ま
た
横

浜
市
の
新
都
心
と
し
て
発
展
著
し
い
新
横
浜

に
、
当
社
の
電
車
が
到
達
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
イ
メ
ー
ジ
的
に
も
、
実
質
的

に
も
効
果
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
相
鉄
線

沿
線
に
住
む
お
客
さ
ま
の
新
幹
線
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
非
常
に
良
く
な
る
。
活
性
化
し
た
新

横
浜
の
街
に
出
掛
け
や
す
く
な
る
。
横
浜
と

い
う
地
域
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
関
西
方
面

か
ら
の
集
客
も
期
待
で
き
、
街
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

―
―

今
回
の
整
備
計
画
は
、
都
市
鉄
道
等
利

便
増
進
法
と
い
う
新
し
い
制
度
が
果
た
し
た

役
割
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
が
。

鳥
居　

は
い
。
自
己
資
金
を
原
則
と
し
、
一

バリアフリーと環境に配慮した新型車両10000系。
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部
補
助
金
を
い
た
だ
き
な
が
ら
上
下
一
体
型

で
取
り
組
む
方
法
で
は
、
た
と
え
ば
20
年
間
、

と
い
う
タ
ー
ム
の
中
で
鉄
道
事
業
者
個
社
が

採
算
を
と
る
の
は
不
可
能
で
す
。

　

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
の
整
備
ス
キ
ー

ム
に
は
受
益
活
用
型
上
下
分
離
方
式
が
導
入

さ
れ
、
国
が
総
事
業
費
の
３
分
の
１
、
神
奈

川
県
と
横
浜
市
が
合
わ
せ
て
３
分
の
１
、
整

備
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
３
分
の

１
を
負
担
し
ま
す
。

　

当
社
は
営
業
主
体
と
し
て
施
設
使
用
料
を

支
払
う
と
い
う
形
で
コ
ス
ト
を
負
担
し
ま
す
。

　

過
重
な
負
担
を
負
わ
ず
に
済
み
、
少
な
い

投
資
で
効
果
が
大
き
い
事
業
の
可
能
性
、
新

た
な
取
り
組
み
へ
の
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
。

鉄
道
事
業
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
あ
り
が
た

い
法
律
だ
と
思
い
ま
す
。

利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上

―
―

直
通
線
の
整
備
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
時

間
短
縮
が
で
き
、
利
便
性
と
い
う
点
で
は
、

飛
躍
的
な
向
上
が
見
込
め
ま
す
ね
。

鳥
居　

そ
う
で
す
ね
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
直

通
線
で
は
、
朝
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
二
俣
川
駅
～

新
宿
駅
間
で
15
分
程
度
、
大
和
駅
～
渋
谷
駅

間
で
11
分
程
度
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

東
急
電
鉄
と
の
直
通
線
で
は
、
二
俣
川
駅

～
目
黒
駅
間
で
16
分
程
度
、
大
和
駅
～
新
横

浜
駅
間
で
は
23
分
も
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
は
乗
り
換
え

が
な
く
な
る
ほ
か
、
移
動
の
所
要
時
間
が
短

縮
さ
れ
、
利
便
性
は
格
段
に
向
上
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
ヤ
編
成
の

詳
細
は
未
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
社
で
も

特
急
を
設
定
し
、
線
内
で
５
分
程
度
の
時
間

短
縮
が
実
現
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
極
端
な
話
で
す
が
、
線
路
が
つ
な

が
っ
て
い
る
限
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
き
先
を

設
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
も
な
り
ま
す
。
具

体
的
な
運
行
計
画
等
は
関
係
者
間
に
お
い
て

開
業
ま
で
に
確
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
当
社
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
大

き
く
広
が
る
可
能
性
も
あ
り
、
お
客
さ
ま
に

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

開
業
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
直
通
線
が
平

成
27
年
４
月
、
東
急
電
鉄
と
の
直
通
線
が

31
年
４
月
の
予
定
で
す
が
、
1
日
で
も
早
く

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
迅
速
な
対
応
を

―
―

直
通
線
で
相
鉄
と
し
て
課
題
が
あ
る
と

す
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

鳥
居　

そ
う
で
す
ね
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広

が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
社
で
何
か
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、
他
社
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
懸
念
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
は
や
は
り
、
自

社
線
の
中
で
は
少
な
く
と
も
ト
ラ
ブ
ル
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
、
安
全
対
策
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

車
両
故
障
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
し
、
踏
切
事
故
に
対
す
る
対
策
も
重
要
で

す
。
当
社
線
に
は
現
在
、踏
切
が
53
個
所
と
、

か
な
り
の
数
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
踏

切
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
で
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
連
続
立
体
交
差
事

業
を
推
進
す
る
な
ど
、
施
設
の
改
良
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
直
通
線
の
実

現
を
契
機
に
、
さ
ら
に
安
全
・
安
定
輸
送
を

行
う
た
め
の
投
資
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。「
事
故
・
障
害
に
強
い
線
区
」
に
す

る
こ
と
が
第
一
に
必
要
で
す
し
、
強
い
線
区

に
整
え
る
こ
と
が
相
互
直
通
に
携
わ
る
関
係

者
の
義
務
で
あ
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

グ
ル
ー
プ
全
体
に
も
効
果

―
―

相
鉄
が
こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て
き
た
横

浜
駅
西
口
の
再
開
発
と
い
う
点
か
ら
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

鳥
居　

実
は
、
直
通
線
の
話
が
持
ち
上
が
っ

て
か
ら
、「
横
浜
駅
西
口
の
開
発
は
ど
う
な
る

ん
だ
」
と
い
う
お
客
さ
ま
の
声
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
（
笑
）。
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
の

整
備
に
よ
っ
て
、
西
口
へ
の
来
街
者
数
が
変

動
し
、
西
口
が
衰
退
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

当
社
は
こ
れ
ま
で
横
浜
駅
西
口
を
基
盤
と

し
て
、
横
浜
市
、
神
奈
川
県
の
中
で
の
み
存

在
感
を
示
す
ロ
ー
カ
ル
的
な
存
在
で
い
ま
し

た
。
沿
線
の
人
が
い
か
に
西
口
に
集
ま
る
か

を
考
え
て
き
た
の
で
す
。
け
れ
ど
も
「
現
状

に
満
足
し
た
瞬
間
に
発
展
は
な
い
」
と
い
う

の
が
当
社
の
ポ
リ
シ
ー
で
す
か
ら
、
良
い
も

の
は
残
し
、
悪
い
も
の
は
直
し
な
が
ら
、
横

浜
駅
西
口
開
発
に
つ
い
て
も
改
め
て
考
え
て

い
き
た
い
の
で
す
。
川
崎
や
鴨
居
に
大
型
商

業
施
設
が
開
業
し
て
、
横
浜
駅
西
口
商
業
施

設
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

横
浜
駅
の
１
日
平
均
乗
降
人
員
は

２
０
０
万
人
超
で
、
日
本
の
駅
の
中
で
第
４

番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
の
乗
降
人
員

は
44
万
人
で
す
か
ら
、
横
浜
駅
全
体
の
中
の

４
分
の
１
に
過
ぎ
な
い
。
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

横
浜
駅
を
利
用
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
い

か
に
魅
力
的
な
横
浜
駅
西
口
に
す
る
か
、
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

交
通
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
新
横

浜
と
歴
史
あ
る
横
浜
の
街
で
は
、
そ
の
役
割

は
大
き
く
異
な
り
、
競
合
と
い
う
よ
り
棲
み

分
け
が
で
き
、
と
も
に
発
展
し
て
い
け
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

横浜駅西口の顔、相鉄ジョイナスと横浜髙島屋。
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―
―

沿
線
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
期
待
を
お
持
ち
で
す
か
。

鳥
居　

都
心
部
乗
り
入
れ
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
で
、
当
社
線
の
沿
線
価
値
が
総
合
的
に

高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に

伴
い
、
人
口
の
流
入
も
期
待
で
き
、
沿
線
の

活
性
化
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
具
体
的
に
お
話
し
す
る
と
、
た
と

え
ば
新
横
浜
駅
に
近
い
二
俣
川
駅
な
ど
は
、

再
度
、
開
発
の
芽
が
出
て
き
ま
す
。
現
在
、

昭
和
30
年
代
前
半
に
で
き
た
団
地
の
住
民
が

世
代
交
代
す
る
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
第
二
世
代
の
方
た
ち
に
と
っ
て
暮
ら

し
や
す
い
環
境
や
街
に
改
め
て
整
え
て
い
く

必
要
が
生
じ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
も
「
沿
線
価
値
の
向
上
」
の
一
環

と
な
り
ま
す
し
、
同
様
の
開
発
可
能
地
域
が

他
に
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、鉄
道
以
外
の
事
業
、グ
ル
ー
プ

全
体
か
ら
み
て
も
、今
回
の
直
通
線
整
備
は
大

き
な
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。鉄
道
業
が
基
本
と
し
て
持
つ「
安
全・安
心・

安
定
」
の
志
と
努
力
を
社
会
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
し
て
、今
度
は
他
の
事
業
を
ど
う
展
開
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
い

か
に
自
社
の
経
営
資
源
を
活
用
し
て
自
社
の
エ

リ
ア
内
を
活
性
化
し
価
値
を
上
げ
て
い
く
か
。

相
鉄
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
の
長
期

戦
略
の
構
築
が
急
務
と
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

い
ず
み
野
線
の
延
伸
計
画

―
―

相
鉄
が
検
討
中
の
路
線
計
画
は
実
は
、

も
う
一
つ
、
お
あ
り
で
す
ね
。

鳥
居　

え
え
、
い
ず
み
野
線
の
湘
南
台
以
西

へ
の
延
伸
計
画
で
す
。
地
域
住
民
の
方
々
や

関
係
自
治
体
か
ら
も
多
く
の
働
き
か
け
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
当
社
と
し
て
も
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
や
街
づ
く
り
に
お
い
て
効
果

が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
そ

の
建
設
費
用
に
つ
い
て
、
一
民
間
企
業
が
背

負
う
に
は
と
て
も
厳
し
い
状
態
だ
と
い
う
の

が
本
音
で
す
。
こ
の
路
線
新
設
を
、
ぜ
ひ
と

も
必
要
な
社
会
資
本
と
位
置
づ
け
て
、
上
下

分
離
方
式
の
導
入
や
各
種
公
的
な
支
援
制

度
、
ま
た
公
共
施
設
の
誘
致
な
ど
に
よ
る
輸

送
需
要
の
創
出
や
事
業
採
算
性
の
確
保
な

ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
連
携
と
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
条
件
が
整
え
ば
、
当
社
と
し
て

は
、
藤
沢
市
遠
藤
地
区
（
慶
應
義
塾
大
学
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
付
近
）
ま
で
３
・
５
キ

ロ
の
区
間
の
延
伸
・
運
行
に
つ
い
て
は
、
ぜ

ひ
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―

改
め
て
、
鳥
居
社
長
か
ら
ご
覧
に
な
っ

て
相
鉄
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

鳥
居　

ひ
と
つ
は
や
は
り
「
地
場
密
着
」
で

し
ょ
う
ね
。
そ
れ
が
い
い
面
で
あ
り
、
ま
た

改
善
す
べ
き
部
分
を
残
し
て
い
ま
す
。
総
延

長
30
㎞
強
の
路
線
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、「
山
椒
は
小
粒
で
」
と
言
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
（
笑
）。
当
社
な
り
の
良

さ
を
今
後
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
の
状
況
を

的
確
に
理
解
し
、
お
客
さ
ま
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
、
自
社
の
発
展
に
つ
な
げ
る―

―

鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
永
遠
の
課
題
で
す
。

相
互
直
通
に

携
わ
る
者
の
責
任
と
し
て

さ
ら
な
る
安
全
対
策
の

強
化
に
取
り
組
み
た
い
。

相模鉄道株式会社
代表取締役社長　社長執行役員

鳥居　眞
Makoto TORII

相鉄横浜駅1日平均乗降人員は44万人を数える。

上り方面で乗り換える乗客にとっては都心部乗り入れが待ち遠しい。
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危
機
感
か
ら
の
打
開
策

相
鉄
線
は
、
人
口
３
６
０
万
人
を
擁
す

る
横
浜
市
の
中
心
部
と
神
奈
川
県
央
部
を
結

ぶ
主
要
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
沿

線
地
域
で
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

横
浜
駅
か
ら
東
京
へ―

―

相
互
直
通
運
転
に

よ
る
都
心
部
へ
の
乗
り
入
れ
は
、
相
模
鉄
道

（
相
鉄
）に
と
っ
て
長
年
の
懸
案
事
項
だ
っ
た
。

漠
と
し
た
都
心
部
へ
の
乗
り
入
れ
構
想
が

具
体
的
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
平
成
13
年
頃

か
ら
だ
。
そ
れ
は
輸
送
人
員
の
減
少
に
よ
る

危
機
感
か
ら
だ
っ
た
と
相
模
鉄
道
株
式
会
社

鉄
道
カ
ン
パ
ニ
ー
の
古
瀬
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
部
長
は
言
う
。

「
平
成
７
年
を
ピ
ー
ク
に
16
年
ま
で
の
９

年
間
、
乗
客
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
決
め

手
が
見
つ
か
ら
な
い
。
減
少
基
調
の
現
状
を

打
開
す
る
た
め
に
は
、
東
京
都
心
部
へ
の
乗

り
入
れ
を
実
現
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
の
で
す
」

そ
れ
ま
で
、駅
構
内
店
舗
の
拡
充
や
グ
ル
ー

プ
各
社
と
連
携
し
た
駅
周
辺
再
開
発
、
駅
前

広
場
や
駐
車
場
の
整
備
、
さ
ら
に
は
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
が
目
標
と
す
る
平
成
22
年
度

に
先
駆
け
て
の
全
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実

施
な
ど
、
他
の
交
通
モ
ー
ド
に
対
す
る
競
争

力
の
強
化
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
て
き
て
は
い
た
。
こ
う
し

た
努
力
が
実
っ
て
か
、
歯
止
め
は
か
か
り
つ

つ
あ
る
も
の
、
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い
事

業
環
境
が
続
い
て
い
た
の
だ
。

輸
送
人
員
が
回
復
し
、
バ
ブ
ル
期
を
し
の

ぐ
勢
い
を
見
せ
て
い
る
事
業
者
は
す
べ
て
相

互
直
通
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
る
。
相
鉄
は
相
互
直
通
を
行
っ
て
い
な
い
、

い
わ
ゆ
る
「
ク
ロ
ー
ズ
さ
れ
た
路
線
」
を
特

徴
と
し
て
い
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
横
浜

駅
の
西
口
再
開
発
を
事
業
基
盤
と
し
、「
い
か

に
横
浜
駅
に
集
客
す
る
か
」
に
重
点
を
置
い

て
き
た
た
め
で
も
あ
る
。
し
か
し
、こ
れ
以
降
、

都
心
部
へ
乗
り
入
れ
る
方
策
の
具
体
的
な
検

討
が
開
始
さ
れ
た
。

一
方
、
平
成
14
年
か
ら
、
相
鉄
は
コ
ス
ト

削
減
の
た
め
に
Ｊ
Ｒ
型
の
車
両
導
入
を
開
始

し
て
い
た
。
Ｊ
Ｒ
の
２
３
１
系
を
ベ
ー
ス
に

製
造
さ
れ
た
１
０
０
０
０
系
と
呼
ば
れ
る
車

両
だ
。
結
果
か
ら
見
れ
ば
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

車
両
製
造
を
通
じ
新
た
な
関
係
を
持
っ
た
こ

と
が
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
実
現
へ
の
近
道

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
相
互
直
通
の

際
に
は
、
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る
車

両
が
阻
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、
相
鉄

と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
間
に
は
そ
う
し
た
問
題
も

ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す

　
相
鉄
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
協
議
が
始
ま
っ

た
。
協
議
を
重
ね
る
中
で
、
相
鉄
本
線
西
谷

駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
海
道
貨
物
線
・
横

浜
羽
沢
駅
付
近
ま
で
の
区
間
に
連
絡
線
を
敷

設
、
東
海
道
貨
物
線
に
乗
り
入
れ
、
Ｊ
Ｒ
東

﹁
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
﹂
お
よ
び
﹁
相
鉄
・
東
急
直
通
線
﹂
の
整
備
事
業
に
よ
り
、

い
よ
い
よ
念
願
の
都
心
部
乗
り
入
れ
を
果
た
す
相
模
鉄
道
。

新
横
浜
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
実
現
す
る
東
京
急
行
電
鉄
。

新
た
な
連
絡
線
を
整
備
し
、
相
互
直
通
運
転
を
行
う―

―

構
想
を
練
り
上
げ
、

協
議
を
重
ね
、
よ
う
や
く
、
す
べ
て
の
関
係
者
の
合
意
へ
と
導
い
た
の
は
、

﹁
お
客
さ
ま
の
利
便
性
と
速
達
性
の
向
上
が
す
べ
て
に
優
先
さ
れ
る
﹂
と
の
共
通
の
想
い
だ
っ
た
。

「
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
」「
相
鉄
・
東
急
」相
互
直
通
運
転
に
み
る

個社としてではなく、
鉄道ネットワークを担う
一事業者として責任を
果たしたい。

相模鉄道株式会社
鉄道カンパニー
プロジェクト推進部長

古瀬　円
Madoka FURUSE

利
便
性
の
増
進
。

取
材
・
文
◉
茶
木　

環
︵
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
︶　

撮
影
◉
織
本
知
之

写
真
提
供
◉
相
模
鉄
道
株
式
会
社
・
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社

REPORT
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相鉄 ･JR 直通線と相鉄 ･ 東急直通線の整備区間を望む。

海老名

大和

田園調布田園調布

渋谷

新宿

目黒目黒
大崎大崎

横浜

湘南台

二俣川 西谷駅

羽沢駅（仮称）羽沢駅（仮称）

綱島駅

日吉駅

相鉄・JR直通線
相鉄・東急直通線
路線図

新横浜駅（仮称）

相鉄いずみ野線

JR横須賀線JR横須賀線

東急東横線

JR山手線

東急目黒線

JR東海道貨物線

相鉄本線

相鉄・JR直通線

相鉄・東急直通線

速達性向上計画の概要

整備効果例

事業費

事業予定期間

整備主体

営業主体

約 683億円

平成18年11月～平成27年3月

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構

相模鉄道（株）

約 1,957 億円

平成19年4月～平成31年3月

相模鉄道（株）・東京急行電鉄（株）

整備区間

運行区間

運行頻度

相鉄・JR直通線 相鉄・東急直通線

相鉄・JR直通線 相鉄・東急直通線

相鉄本線西谷駅～
ＪＲ東日本東海道貨物線
横浜羽沢駅付近　約 2.7 ㎞

二俣川駅～新宿駅
約 59分⇒約 44分

ＪＲ東日本東海道貨物線
横浜羽沢駅付近～
東急東横線日吉駅　約 10.0 ㎞

海老名駅・湘南台駅～
西谷駅～羽沢駅（仮称）～
新宿方面

海老名駅・湘南台駅～西谷駅～
羽沢駅（仮称）～新横浜駅（仮称）～
日吉駅～渋谷方面・目黒方面

朝ラッシュ時間帯：
 ４本／時 程度
その他の時間帯：
 2 ～３本／時 程度

朝ラッシュ時間帯：
 10～14本／時 程度
その他の時間帯：
 4 ～ 6本／時 程度

約15分短縮

大和駅～渋谷駅
約 58分⇒約 47分 約11分短縮
湘南台駅～渋谷駅
約 60分⇒約 51分 約9 分短縮

二俣川駅～目黒駅
約 54分⇒約 38分 約16分短縮

海老名駅～目黒駅
約 69分⇒約 54分 約15分短縮

湘南台駅～新横浜駅（仮称）
約 49分⇒約 23分 約26分短縮
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日
本
横
須
賀
線
に
合
流
す
る
経
路
が
検
討
さ

れ
始
め
た
。
協
議
を
続
け
、
平
成
16
年
8
月

に
最
終
的
な
合
意
に
た
ど
り
つ
い
た
。
期
せ

ず
し
て
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
の
制
定
と

と
も
に
、
そ
の
適
用
案
件
と
な
っ
た
こ
と
で
、

一
気
に
計
画
が
具
体
化
し
た
。

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
最
終
的
に
相
直
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
神
奈
川
県
の
海
側
に
は
東
海
道
線
が

あ
り
ま
す
が
、
今
は
相
鉄
し
か
な
い
県
央
地

域
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
都
心
部
に
乗
り
入
れ

て
い
く
こ
と
に
需
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

一
方
で
、地
元
自
治
体
で
あ
る
横
浜
市
は
、

運
輸
政
策
審
議
会
第
18
号
答
申
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
神
奈
川
東
部
方
面
線
構
想
を
長
い
間

実
現
で
き
ず
に
い
た
。
横
浜
市
の
意
向
と
し

て
は
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
の
整
備
計
画
だ

け
で
は
不
十
分
だ
。
東
部
方
面
線
の
可
能
性

を
探
る
横
浜
市
が
提
案
し
て
き
た
の
は
、
横

浜
羽
沢
駅
か
ら
新
横
浜
駅
を
経
由
し
て
、
東

急
東
横
線
の
綱
島
駅
・
日
吉
駅
ま
で
を
つ
な

げ
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
連
絡
線
整
備
を
加
え

て
の
プ
ラ
ン
だ
。
こ
の
２
路
線
が
完
成
す
れ

ば
、
当
初
の
計
画
と
は
異
な
る
も
の
の
、「
実

質
的
な
神
奈
川
東
部
方
面
線
」
と
し
て
十
分

機
能
す
る
。
横
浜
市
の
提
案
は
意
外
で
は

あ
っ
た
が
、
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、か
つ
事
業
自
体
の
意
義
は
大
き
な
も

の
だ
っ
た
。

ま
た
、
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
の
「
受

益
活
用
型
上
下
分
離
方
式
」
に
よ
り
、
鉄
道

事
業
者
は
受
益
相
当
額
を
施
設
使
用
料
と
し

て
支
払
う
形
と
な
り
、
コ
ス
ト
負
担
は
軽
減

さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
捻
出
で
き
る
だ

け
の
需
要
が
果
た
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
東
急
電
鉄
さ
ん
と
一
緒
に
、
ど
れ
ぐ
ら

い
の
乗
客
が
見
込
め
る
か
を
検
討
し
た
結
果
、

30
年
ぐ
ら
い
で
償
還
で
き
そ
う
だ
と
結
論
が

出
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
社
と
東
急
電
鉄
さ
ん
、

整
備
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
さ
ん
と

一
緒
に
正
式
に
手
を
挙
げ
た
の
で
す
」

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
、
相
鉄
・
東
急
直
通

線
、
２
つ
の
路
線
を
同
時
に
整
備
す
る
と
い

う
新
た
な
神
奈
川
東
部
方
面
線
の
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
た
。

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
、
整
備
区
間
が
西

谷
駅
～
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
海
道
貨
物
線
の
横
浜

羽
沢
駅
付
近
の
約
２
・
７
キ
ロ
。
事
業
費
は

６
８
３
億
円
で
、
平
成
27
年
４
月
の
開
業
を

予
定
し
て
い
る
。
相
鉄
・
東
急
直
通
線
は
、

横
浜
羽
沢
駅
付
近
～
東
急
東
横
線
日
吉
駅
間

の
約
10
キ
ロ
。
事
業
費
は
１
９
５
７
億
円
。

平
成
31
年
４
月
の
開
業
予
定
だ
。

ど
ち
ら
も
事
業
自
体
に
は
着
手
さ
れ
て
い

る
が
、
新
線
部
分
の
工
事
認
可
等
の
行
政
手

続
き
を
進
め
て
い
る
段
階
で
、
現
在
（
平
成

19
年
11
月
時
点
）
は
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
に

つ
い
て
、
地
域
へ
の
住
民
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
最
中
だ
。

西
谷
駅
～
横
浜
羽
沢
駅
付
近
間
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
地
下
を
通
る
こ
と
に
な
る
が
、

今
後
２
年
ほ
ど
費
や
し
て
、
環
境
影
響
調
査

等
の
手
続
き
が
実
施
さ
れ
る
。
実
際
の
工
事

着
手
は
平
成
21
年
４
月
以
降
に
な
る
予
定

だ
。

こ
の
２
つ
の
直
通
線
が
完
成
す
る
と
、
都

内
各
所
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
際
、
飛
躍
的
な
時

間
短
縮
が
実
現
で
き
る
。
都
市
鉄
道
等
利
便

増
進
法
の
速
達
性
向
上
計
画
に
基
づ
い
た
こ

の
鉄
道
整
備
効
果
は
非
常
に
大
き
い
。

ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
る

相
鉄
で
は
、
相
互
直
通
運
転
の
実
施
を
念

頭
に
、
よ
り
細
や
か
な
乗
客
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

「
利
用
し
て
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
ダ
イ
ヤ
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
の
案
内
の
サ
イ
ン

や
路
線
図
な
ど
も
事
業
者
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ

で
、
自
社
の
表
示
し
か
な
く
、
ま
だ
ま
だ
改

善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一
事
故
な
ど

が
起
こ
っ
た
際
、
相
互
直
通
の
弱
点
は
直
通

線
全
線
に
影
響
が
出
て
し
ま
う
こ
と
な
ん
で

す
が
、
そ
の
影
響
の
波
及
を
い
か
に
小
さ
い

も
の
に
止
め
、
詳
細
な
状
況
を
お
客
さ
ま
に

ど
う
お
知
ら
せ
す
る
か
。
そ
の
仕
組
み
も
考

え
て
い
き
た
い
」

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
今
後
は
個
社
単

位
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

全
事
業
者
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
こ
と
で

も
あ
る
。　

「
私
た
ち
は
広
域
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
一
部
な
の
で
す
。
相
互
直
通
運
転
の
場
合
、

電
車
に
乗
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
か
ら
見
れ
ば
、

こ
こ
か
ら
が
何
々
鉄
道
で
、
こ
こ
か
ら
は
違

う
鉄
道
と
い
う
意
識
は
な
い
で
し
ょ
う
。
私

た
ち
は
相
模
鉄
道
で
は
な
く
、『
鉄
道
』
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
一
員
、
そ
の
一
部

で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
」

古
瀬
部
長
の
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
の
「
鉄

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」時
代
の
真
意
が
見
え
た
。相鉄・JR 直通線の連絡線敷設の始点となる西谷駅。 いずみ野線起点駅の二俣川駅。
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沿
線
人
口
増
で
混
雑
緩
和
に
対
応

東
急
電
鉄
は
東
京
の
西
南
部
に
総
延
長

１
０
０
・
1
㎞
の
鉄
軌
道
を
運
営
し
て
い
る
。

東
横
線
、
田
園
都
市
線
の
２
大
幹
線
と
、
目

黒
線
、大
井
町
線
、池
上
線
、東
急
多
摩
川
線
、

世
田
谷
線
（
軌
道
）、
こ
ど
も
の
国
線
（
第
２

種
鉄
道
事
業
）
の
８
路
線
。
そ
の
特
徴
は
、
１

本
の
長
大
な
路
線
で
は
な
く
、
各
路
線
が
相
互

に
接
続
し
、
自
社
線
内
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
相

互
直
通
運
転
に
よ
る
都
心
へ
の
乗
り
入
れ
口
は

渋
谷
、
中
目
黒
、目
黒
の
３
カ
所
と
、
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
も
誇
る
。一
時
期
、
輸
送
人
員
が
減

少
し
た
が
、
そ
の
利
便
性
の
高
さ
と
ブ
ラ
ン
ド

力
で
右
肩
上
が
り
の
数
字
を
記
録
。
平
成
18

年
度
に
は
輸
送
人
員
が
10
億
人
を
超
え
た
。

そ
の
た
め
現
在
、
最
優
先
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
の
が
混
雑
緩
和
で
あ
る
。
最
も
混
雑

率
の
高
い
田
園
都
市
線
を
例
に
と
る
と
、
朝

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
１
時
間
に
29
本
を
運
行

し
て
い
る
ほ
か
、
急
行
を
一
部
区
間
で
は
各

駅
に
停
車
さ
せ
る
準
急
と
し
混
雑
の
平
準
化

を
図
る
な
ど
、
ダ
イ
ヤ
の
工
夫
に
よ
る
混
雑

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
夕
方
の
下
り
に
つ
い

て
も
相
互
直
通
先
と
共
に
運
転
本
数
増
に
よ

る
混
雑
緩
和
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

平
成
17
年
に
は
、
１
車
両
４
扉
を
６
扉
に
増

や
し
た
６
扉
・
座
席
格
納
車
両
を
導
入
。
現

在
12
編
成
が
導
入
済
み
で
、
混
雑
感
の
緩
和

と
遅
延
の
防
止
に
役
立
て
て
い
る
。

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
の
泉
康
幸
執
行

役
員
鉄
道
事
業
本
部
副
事
業
本
部
長
は
大
規

模
な
混
雑
緩
和
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

「
東
横
線
の
混
雑
緩
和
策
と
し
て
進
め
た
の

が
、
目
蒲
線
の
一
部
を
目
黒
線
と
し
て
系
統

変
更
し
、
平
成
12
年
に
営
団
地
下
鉄
（
現
・

東
京
メ
ト
ロ
）
南
北
線
、
都
営
三
田
線
と
の

相
互
直
通
運
転
を
開
始
し
た
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
２
０
０
％
を
超
え
て
い
た
東
横
線

の
混
雑
率
を
１
７
０
％
以
下
ま
で
下
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
東
横
線
の
お
客
さ
ま
が

目
黒
線
に
シ
フ
ト
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
最

も
混
雑
が
激
し
い
田
園
都
市
線
に
つ
い
て
も
、

お
客
さ
ま
に
大
井
町
線
に
移
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
大
井
町
線

の
改
良
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
」

東
急
電
鉄
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は
際
立
っ

て
高
い
。「
東
急
沿
線
に
住
み
た
い
」
と
い
う

人
は
多
く
、
沿
線
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
現
在
、
東
急
電
鉄
の
路
線
が

走
る
自
治
体
は
東
京
都
、
神
奈
川
県
の
17
市

区
。
エ
リ
ア
人
口
は
約
５
０
０
万
人
で
、
こ

の
５
年
間
に
約
６
％
増
加
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
人
口
動
態
を
み
て
も
、
東
急
沿
線
に
今

後
も
乗
客
が
集
中
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

最
初
に
相
互
直
通
実
現
を
果
た
す

東
急
電
鉄
が
相
互
直
通
運
転
に
乗
り
出

し
た
の
は
早
い
。
昭
和
39
年
に
は
東
横
線
と

営
団
地
下
鉄
日
比
谷
線
と
の
相
互
直
通
を
開

始
。
構
想
と
し
て
は
京
成
電
鉄
と
都
営
浅
草

線
の
方
が
早
か
っ
た
が
、
東
横
線
・
日
比
谷

線
の
実
稼
働
が
先
ん
じ
た
。
昭
和
53
年
に
は

新
玉
川
線
と
営
団
半
蔵
門
線
、
平
成
12
年
に

混
雑
緩
和
と

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
。

お
客
さ
ま
の
利
便
性
向
上
を

第
一
に
。

東京急行電鉄株式会社 執行役員
鉄道事業本部 副事業本部長

泉　康幸
Yasuyuki  IZUMI

新横浜駅前
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は
目
黒
線
と
営
団
南
北
線
・
都
営
三
田
線
、

平
成
16
年
に
は
東
横
線
が
み
な
と
み
ら
い
線

と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
追
っ
て
み
る
と
、
非
常

に
積
極
的
に
広
域
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
当
社
の
鉄
道
に
対
す
る
発
想
は
、
田
園

調
布
や
洗
足
の
開
発
を
手
が
け
た
田
園
都
市

株
式
会
社
が
当
社
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
が

示
す
よ
う
に
『
都
心
に
勤
め
る
人
の
た
め
の

電
車
』
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
、そ
の
街
に
住
む
方
が
都
心
に
通
っ

て
仕
事
を
す
る
。
で
す
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
都
心
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
は
当
社
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
で
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観

点
で
も
必
然
の
流
れ
な
の
で
す
」

東
横
線
は
、
平
成
20
年
に
開
業

す
る
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
と
の

相
互
直
通
を
24
年
に
開
始
す
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続

き
、
31
年
に
は
相
鉄
と
の
直
通
線

が
開
通
す
る
。

「
当
社
は
、
東
京
メ
ト
ロ
副
都

心
線
と
の
相
互
直
通
運
転
が
実
現

す
る
と
、
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線

を
通
じ
て
東
武
鉄
道
、
西
武
鉄
道

と
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
、
ど
こ
が
終
点
な
の
か
分
か
ら

な
い
く
ら
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な

り
ま
す
ね
」

さ
ら
な
る
広
が
り
に
も
期
待

「
新
横
浜
へ
の
新
幹
線
ア
ク
セ
ス
と
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
と
い
う
意
味
で
、
非
常
に
魅
力

的
だ
っ
た
」―

―

運
輸
政
策
審
議
会
第
18
号

答
申
に
つ
い
て
、
東
急
電
鉄
が
持
っ
た
印
象

だ
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
の
は
や
は

り
そ
の
建
設
費
用
と
整
備
手
法
だ
っ
た
。
東

急
電
鉄
と
し
て
も
実
現
の
可
能
性
を
探
っ
て
、

検
討
に
参
画
し
て
い
た
。
事
態
は
し
ば
ら
く

停
滞
し
て
い
た
が
、
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進

法
の
施
行
に
よ
り
、
横
浜
市
、
神
奈
川
県
の

意
向
に
沿
っ
た
新
た
な
計
画
が
可
能
と
な
り
、

一
気
に
進
展
し
た
。

「
こ
の
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
、
相
鉄
・
Ｊ

Ｒ
直
通
線
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
を
一
気
に

つ
く
っ
た
方
が
い
い
と
、
関
係
者
の
思
い
が

一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
」

神
奈
川
東
部
方
面
線
の
整
備
に
よ
り
、
神

奈
川
県
央
部
や
横
浜
副
都
心
か
ら
東
京
都
心

部
へ
直
結
す
る
新
た
な
路
線
が
誕
生
す
る
。

「
首
都
圏
の
広
域
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完

成
す
る
こ
と
は
、鉄
道
事
業
者
に
と
っ
て
の
み

で
は
な
く
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
々
に

と
っ
て
も
大
き
な
価
値
を
も
つ
と
思
い
ま
す
」

東
急
線
が
新
横
浜
駅
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
く
、
期
待
も
高
ま
る
。

「
沿
線
に
お
住
ま
い
の
方
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
旅

行
で
新
幹
線
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

こ
の
ア
ク
セ
ス
は
沿
線
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

相
互
直
通
が
直
面
す
る
課
題

し
か
し
泉
副
事
業
本
部
長
は
今
後
、
相
互

直
通
運
転
に
際
し
て
鉄
道
事
業
者
が
抱
え
る

で
あ
ろ
う
課
題
も
指
摘
す
る
。

「
相
互
直
通
運
転
は
、
単

純
に
ど
こ
か
へ
行
く
と
い
う

点
で
は
利
便
性
を
高
め
ま
す

が
、
路
線
が
長
く
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
運
転
支
障
の
頻

度
や
そ
れ
に
よ
る
お
客
さ
ま

へ
の
影
響
が
大
き
く
な
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
た
と

え
ば
、
東
横
線
の
運
転
支
障

の
影
響
が
埼
玉
の
方
ま
で
影

響
す
る
こ
と
が
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、
ま
た
そ
の
逆
の

影
響
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
よ

り
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
便
利
な
鉄
道
と
な
る
一
方
、

混
雑
も
増
加
す
る
で
し
ょ
う
し
、
運
転
支
障

時
に
は
影
響
を
受
け
る
お
客
さ
ま
も
多
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

混
雑
緩
和
策
や
運
転
支
障
の
防
止
策
は
、

常
に
先
を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
も
あ
る
。
ま
た
、
現

在
は
各
社
各
様
で
あ
る
車
両
や
設
備
に
つ
い

て
も
統
一
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も

あ
る
。

よ
り
利
便
性
の
高
い
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
に
は
、
ソ
フ
ト
面
で
も

事
業
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
密
に
し
、
共

通
の
意
思
の
も
と
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
乗
客
サ
ー
ビ
ス
の
ソ
フ
ト
面
が
し
っ

か
り
し
て
い
て
こ
そ
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
効

果
が
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
。

工事中路線
計画路線
他社工事中路線

中央林間中央林間

あざみ野あざみ野

溝の口溝の口

武蔵小杉武蔵小杉

二子玉川二子玉川

下高井戸下高井戸
新宿新宿

みなとみらい線

東海道線

羽田空港

市営地下鉄
グリーンライン

南武線

田園都市線

東急多摩川線

池上線

小田急線

京王線

世田谷線

目黒線
東横線

半蔵門線

日比谷線
南北線

三田線

りんかい線

副
都
心
線

大井町線

市営地下鉄
ブルーライン

横浜線
相鉄・東急直通線

相鉄線

渋谷渋谷

恵比寿恵比寿
白金高輪白金高輪

三軒茶屋三軒茶屋

田園調布田園調布
多摩川多摩川

蒲田蒲田

大井町大井町旗の台旗の台大岡山大岡山

自由が丘自由が丘
中目黒中目黒

目黒目黒
五反田五反田

長津田長津田

中山中山
西谷西谷

元町・中華街元町・中華街

横浜横浜

菊名菊名

日吉日吉

羽沢（仮称）羽沢（仮称）

新横浜
（仮称）
新横浜
（仮称）

N

1

2

3

1 日吉駅ホーム。2008年6 月
に目黒線が日吉駅まで延伸
する。

2目黒線延伸工事（日吉駅にて）。
3 武蔵小杉〜日吉間で進めら

れている複々線化工事（元
住吉駅にて）。

東急ネットワーク図
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なんとしても実現したいという思い

運輸政策審議会の第 18 号答申で平成 27 年の開業が望ま
しいＡ１路線として位置づけられた神奈川東部方面線の

構想は、そのかなり前からあったらしく、昭和 60 年の運輸政策
審議会第７号答申にも既に載っていました。昭和 56 年頃から、
神奈川県や横浜市らが、県央部から羽田空港へアクセスする路
線として、調査・研究に着手しているようです。
　横浜市は、運政審答申路線の実現に向け取り組んでおり、第
18 号答申のＡ１路線については、ほとんど実現しています。平
成 16 年のみなとみらい線の開業をはじめとして、相模鉄道いず
み野線の延伸、さらに、横浜市営地下鉄では４号線も開業間近
となっています。
　しかし、神奈川東部方面線については、横浜市も様々な総合
計画を立てる中で整備を位置付けていましたが、なかなか具体
化しませんでした。東京方面に向かう路線の素質としてはすご
くいいものだったんですが…。第3セクターでの整備なども含め、
様々な検討を進めてきたと聞いていますが、どういう路線を敷
くのか、収支は合うのか、鉄道事業者も手を挙げづらかったの
だと思います。
　構想段階から 30 年近くという長い時間がかかりましたが、
実現に向け一気に動き始めたのは都市鉄道等利便増進法のお
かげです。今回は受益活用型上下分離方式を導入し、総額約
２７００億円のうち、地方自治体分の負担として、事業者や国
と同額の、約９００億円を横浜市と神奈川県で負担することと
なっています。この整備事業計画は、当初と形は違えども、神
奈川東部方面線の実質的な実現でもあり、市としても「なんと
しても実現させたい」という非常に強い思いがありました。
　その理由の一つに、新横浜駅付近のさらなる活性化がありま

す。新幹線駅である新横浜にＪＲの横浜線、横浜市営地下鉄３
号線、そしてもう一つの路線が加われば、都心としてさらに発
展します。

整備効果を最大限に引き出す

横浜市は、この鉄道事業に対する補助者という側面もあり
ますが、地域行政を担う者として、地域の発展に大きな

責任を持っています。鉄道を敷いて運行させて終わり、という
ことではありません。鉄道事業者、鉄道 ･ 運輸機構、国、県、
市――この事業に携わっているプレイヤーの中で、地域住民に
一番近く、地域そのものを見据えていかなければならないのが
横浜市です。たとえば、いかに利用しやすい駅にしていくかと
いうことも、都市側が考えて行く必要があります。アクセスの
ためのバス路線や駐輪場の設置、歩行者動線の工夫など――鉄
道の整備効果を最大限に発揮するために市が果たすべき役割と
いうのは、たいへん大きいと思います。
　また、本事業で新たに駅をつくる羽沢付近は、幹線道路はあ
りますが鉄道面ではすごく不便な状態で、地域の皆さんに「陸
の孤島」と言われるぐらいに利便性が低い。新駅ができれば必
然的にその地域のポテンシャルが上がりますよね。地域自体に
も様々な恩恵があると思いますし、自治体としてはそうした効果
にも非常に期待しています。
　神奈川東部方面線は、都市鉄道等利便増進法の第 1号案件
でもあり、なんとしても成功させなければならないという思いが
強いですね。これからの鉄道整備は、何の支援もなく整備が進
められて行く時代ではありません。都市における鉄道の整備の
あり方において、都市政策と連携するこの法律のスキームは非
常に意義深い手法であると考えています。

神奈川東部方面線の開通で
期待される〝地域活性化＂
神奈川東部方面線の整備プロジェクトにおいて、
最も住民に近い立場にいるのは地元自治体だ。
30年近く構想が練られていた今プロジェクトの
本格稼動に横浜市は期待をかける。 横浜市都市整備局鉄道事業課

神奈川東部方面線担当課長

黒水公博
kimihiro KUROMIZU
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３
大
都
市
の
輸
送
人
員
シ
ェ
ア
は
９
割

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
に
つ
い
て
は
平
成
18

年
11
月
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
に
つ
い
て
は

翌
19
年
4
月
に
そ
の
速
達
性
向
上
計
画
が
認

定
さ
れ
、
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
に
基

づ
く
速
達
性
向
上
事
業
の
第
1
号
案
件
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
は
、
既
存
の

都
市
鉄
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
に
活
用

し
、
連
絡
線
な
ど
を
新
た
に
敷
設
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
速
達
性
の
向
上
」、
つ
ま
り
目

的
地
へ
の
到
達
時
間
の
短
縮
を
図
り
、
さ
ら

に
既
存
駅
で
の
乗
り
換
え
の
円
滑
化
な
ど

「
交
通
結
節
機
能
を
高
度
化
」
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
都
市
鉄
道
の
利
便
性
を
増
進
し
、

都
市
機
能
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
法
律
で

あ
る
。
対
象
地
域
は
、
都
市
鉄
道
等
利
便
増

進
法
施
行
規
則
に
よ
り
、
首
都
圏
、
近
畿
圏
、

中
部
圏
及
び
政
令
指
定
都
市
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。

「
日
本
の
鉄
道
総
延
長
キ
ロ
は
全
国
で

２
万
５
２
７
３
キ
ロ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

三
大
都
市
圏
の
占
め
る
割
合
は
４
６
９
３
キ

ロ
で
18
・
５
％
、
２
割
弱
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
年
間
の
輸
送
人
員
で
見
て
み
る

と
、
全
体
で
２
１
８
億
人
の
年
間
輸
送
人
員

の
う
ち
三
大
都
市
圏
で
１
９
０
億
人
、
87
％

を
占
め
て
い
る
。
２
割
の
鉄
道
路
線
に
約
９

割
の
人
が
乗
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

都
市
鉄
道
の
存
在
が
い
か
に
大
き
く
、
高
い

機
能
を
有
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
」

日
本
の
都
市
鉄
道
は
、
世
界
で
も
類
が
な

い
規
模
と
頻
度
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
都
市

の
社
会
活
動
を
支
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

「
鉄
道
整
備
の
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
日
本
は
、
公
有
公
営
が
原
則
で

あ
る
諸
外
国
と
異
な
り
、
民
間
に
よ
る
鉄
道

輸
送
が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
民
営

鉄
道
が
歴
史
的
に
直
面
し
て
き
た
課
題
と

は
、
あ
く
ま
で
独
立
採
算
が
原
則
で
あ
り
、

運
行
コ
ス
ト
に
加
え
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
コ
ス

ト
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
す
な
わ
ち
、
い
か
に
し
て
イ
ン
フ

ラ
整
備
コ
ス
ト
を
回
収
し
、
採
算
性
を
確
保

す
る
か
が
常
に
最
大
の
課
題
だ
っ
た
の
で
す
。

沿
線
で
住
宅
を
開
発
し
、
百
貨
店
な
ど
の
集

客
施
設
の
運
営
に
よ
っ
て
収
益
を
確
保
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
誕
生
し
た
の
は
１
９
１
０

年
代
で
す
が
、
20
年
代
に
は
主
要
都
市
圏
全

域
に
普
及
、
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
」

や
が
て
50
年
代
に
入
る
と
、
国
の
補
助
や

財
政
投
融
資
等
に
よ
り
鉄
道
会
社
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
制
度
が
次
々
に

発
足
し
、
定
着
し
て
い
く
。

「
１
９
５
９
年
に
は
日
本
開
発
銀
行
に
よ

る
大
都
市
民
営
鉄
道
へ
の
融
資
が
開
始
さ

れ
、
営
団
地
下
鉄
と
都
営
地
下
鉄
と
い
う
公

的
な
主
体
に
建
設
費
の
約
70
％
を
国
と
地
方

で
補
助
す
る
地
下
高
速
鉄
道
建
設
費
補
助
制

度
を
62
年
に
開
始
し
て
い
ま
す
。
64
年
に
は
、

日
本
鉄
道
建
設
公
団
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
」

支
援
制
度
の
充
実
と
鉄
道
事
業
者
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
に
よ
っ
て
、
高
度
成
長

期
に
は
、
各
鉄
道
事
業
者
は
輸
送
力
増
強
に

向
け
て
積
極
的
に
投
資
を
行
っ
て
い
く
よ
う

に
な
っ
た
。
増
大
す
る
通
勤
・
通
学
需
要
に

　

平
成
17
年
８
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
は
、
既
存
の
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
者
の
利
便
を
増
進
す
る
事
業
を
、
財
政
・
税
制
の
両
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
受
益
活
用
型
上
下
分
離
方
式
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
従
来
の
補
助
制
度
と
は
異
な
る

整
備
ス
キ
ー
ム
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
も
大
き
い
。
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
に
よ
る
神
奈
川

東
部
方
面
線
は
そ
の
第
１
案
件
で
あ
る
。

　

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
制
定
の
背
景
と
目
的
、
神
奈
川
東
部
方
面
線
へ
の
期
待
と
都
市
鉄
道
が
こ
れ
か
ら

目
指
す
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
の
濱
勝
俊
・
都
市
鉄
道
課
長
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

取材・文◉茶木　環（ジャーナリスト）
撮影◉増子俊吉

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
の

成
立
経
緯
と
可
能
性

国土交通省 鉄道局　都市鉄道課長

濱 勝俊
Katsutoshi HAMA

量
か
ら
質
へ
、鉄
道
政
策
の
重
点
が
変
化
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応
え
よ
う
と
、
新
線
を
つ
く
る
。
そ
れ
で
も

足
り
な
い
の
で
、
複
々
線
を
つ
く
る
。
地
下

鉄
網
が
整
備
さ
れ
る
。
郊
外
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
を
結
ぶ
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
て
い
く
。

「
都
市
鉄
道
は
右
肩
上
が
り
で
人
口
が
増
え

て
い
く
、
経
済
も
伸
び
て
い
く
と
い
う
中
で
、

整
備
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
輸
送
力
増
強
を

図
る
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
、
混
雑
率
が
あ
り

ま
す
が
、
１
９
７
５
年
当
時
、
東
京
圏
の
混
雑

率
は
２
２
０
％
で
し
た
。
そ
れ
が
２
０
０
５
年

に
な
る
と
１
７
０
％
ま
で
減
少
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
の
鉄
道
網―

―

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は

概
成
し
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
」

鉄
道
政
策
の
重
点
が
変
化

鉄
道
整
備
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
諮
問
機

関
で
あ
る
交
通
政
策
審
議
会
の
答
申
で
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
公
表
さ
れ
る
。
そ
れ
に
基
づ

い
て
、
鉄
道
事
業
者
が
名
乗
り
を
挙
げ
、
鉄

道
事
業
法
の
許
可
を
受
け
、
具
体
的
な
整
備

を
進
め
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
。
高
度
成

長
期
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
の
都
市
鉄
道
整

備
は
、
増
大
す
る
通
勤
・
通
学
客
へ
の
対
応

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
拡
大
が
重
点
課

題
と
さ
れ
、
鉄
道
事
業
者
は
国
や
自
治
体
の

補
助
を
受
け
な
が
ら
も
、
施
設
・
運
行
コ
ス

ト
を
自
社
で
負
担
し
、
拡
充
し
て
き
た
。
こ

う
し
て
現
在
の
都
市
圏
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
構
築
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
他
の
鉄
道
事
業
者
の
路
線
と
の

接
続
の
不
備
や
、
混
雑
時
間
に
お
け
る
速
度

の
低
下
、
既
存
駅
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
い

わ
ゆ
る
一
体
的
な
整
備
の
欠
如
な
ど
、
質
の

面
で
の
課
題
は
な
お
残
る
。
け
れ
ど
も
そ
の

一
方
で
、
近
年
の
輸
送
需
要
の
伸
び
悩
み
に

よ
る
投
資
の
抑
制
や
、
市
街
地
の
熟
成
に
よ

る
関
係
者
の
利
害
調
整
の
難
し
さ
か
ら
、
都

市
鉄
道
の
整
備
が
事
業
者
か
ら
自
発
的
に
行

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
た
。

「
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
重
点
課

題
は
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
機
能
向
上―

―

具

体
的
に
は
速
達
性
の
向
上
や
混
雑
解
消
、
乗

り
継
ぎ
の
利
便
性
向
上
な
ど
と
、
空
港
や
新

幹
線
な
ど
幹
線
交
通
へ
の
ア
ク
セ
ス
へ
と
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
既
存
ス
ト
ッ

ク
を
活
か
し
て
、
今
度
は
質
的
に
中
身
を
変

え
る
。
量
的
な
も
の
か
ら
質
的
な
も
の
へ
、

鉄
道
の
政
策
的
な
重
点
が
変
わ
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
が
、
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
成

立
の
背
景
に
あ
り
ま
す
」

平
成
12
年
に
運
輸
政
策
審
議
会
が
出
し
た

第
18
号
答
申
で
は
、
神
奈
川
東
部
方
面
線
の

平
成
27
年
ま
で
の
整
備
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
相
鉄
本
線
・
二
俣
川
駅
か
ら
新
横
浜

を
経
由
し
て
、
東
急
東
横
線
大
倉
山
駅
へ
と

つ
な
が
る
路
線
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来

の
鉄
道
事
業
者
が
コ
ス
ト
負
担
を
す
る
手
法

で
は
、
莫
大
な
建
設
費
を
前
に
事
業
者
は
名

乗
り
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
計
画
実
現

の
見
通
し
が
立
た
な
か
っ
た
。

事
業
者
側
の
事
情
を
見
て
み
れ
ば
、
か
ね

て
よ
り
都
心
部
へ
の
乗
り
入
れ
構
想
を
有
し

て
い
た
相
鉄
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
相
互
直
通

を
申
し
入
れ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
話
が
進

ま
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
鋭
意
続
け
ら
れ
た
協
議
に
よ
り
、

相
鉄
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
合
意
し
、相
次
い
で
、

相
鉄
・
東
急
直
通
線
の
プ
ラ
ン
が
浮
上
す
る
。

２
つ
の
直
通
線
を
同
時
に
整
備
す
れ
ば
、
当

初
の
ル
ー
ト
と
は
異
な
る
も
の
の
、
第
18
号

答
申
の
神
奈
川
東
部
方
面
線
と
し
て
の
機
能

は
十
分
に
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
機
運

に
、
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
の
成
立
が
後

押
し
し
、
構
想
は
実
現
に
向
け
て
一
気
に
加

速
し
た
。

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
で
は
、予
算
上
・

税
制
上
の
支
援
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
計
画
制
度
の
創
設
等
、
所
要
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
。

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
に
続
き
、
相
鉄
・
東

急
直
通
線
が
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
に
基

づ
く
速
達
性
向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
、
新

た
な
神
奈
川
東
部
方
面
線
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

東京圏
（東京駅から半径 50km）

大阪圏
（大阪駅から半径 40km）

名古屋圏
（名古屋駅から半径 40km）

混雑率の現状（東京圏）
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（資料：国土交通省）
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混雑率

輸送人員（指数：S50 年度＝100）

輸送力（指数：S50 年度＝100）
170

163

126

鉄道
49.0％

自家用車
41.3％

ハイヤータクシー
2.9％

バス
6.9％

輸送人員ベースにおける分担率。都市交通年報（2005年版）をもとに作成。

3大都市圏における
鉄道の輸送シェアは
約50％

3大都市圏における
鉄道の輸送シェアは
約50％

190億人／年
5,217万人／日

東京圏
名古屋圏
大阪圏
3大都市圏
全国

路線延長（km） 年間輸送人員（百万人）

2,308
929
1,456
4,693
25,273

13,354
1,055
4,632
19,041
21,811

鉄道の輸送機関分担率

3大都市圏の鉄道

日本の
都市鉄道の現状
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で
き
、
新
幹
線
が
ぐ
っ
と
身
近
な
も
の
に
な

り
ま
す
。
東
急
東
横
線
沿
線
の
方
に
と
っ
て

も
、
乗
り
換
え
が
解
消
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
品

川
駅
や
東
京
駅
を
利
用
し
て
い
た
人
も
、
よ

り
近
い
新
横
浜
駅
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

あ
る
程
度
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
い

る
現
段
階
で
の
次
な
る
目
標
は
、
新
幹
線
駅

や
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
様
々
な
利
便
性

を
い
か
に
増
進
し
て
い
く
か
に
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
事
例
で
は
、
最
小
限
の
整
備
で
よ
り

大
き
な
効
果
を
出
せ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

国
か
ら
見
て
も
政
策
指
標
と
し
て
非
常
に
重

要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

画
期
的
な
受
益
活
用
型
上
下
分
離
方
式

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
に
基
づ
く
事
業

は
、
国
土
交
通
大
臣
が
策
定
す
る
基
本
方

針
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
。
大
き
く
は
、
神

奈
川
東
部
方
面
線
の
よ
う
に
速
達
性
向
上
計

画
に
基
づ
き
連
絡
線
等
が
整
備
さ
れ
る
事
業

と
、
大
規
模
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
都
道
府

県
が
組
織
す
る
関
係
者
の
協
議
会
で
策
定
さ

れ
る
交
通
結
節
機
能
高
度
化
計
画
に
基
づ
き

実
施
さ
れ
る
駅
施
設
の
改
良
事
業
の
２
つ
に

分
か
れ
る
（
次
頁
図
表
参
照
）。

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
で
は
、
都
市
鉄

道
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
建
設
・

運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
（
以
下
鉄
道
・
運

輸
機
構
）
や
第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
公
的
な

主
体
が
実
施
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

鉄
道
事
業
者
へ
の
従
来
の
補
助
制
度
は
、

上
下
一
体
型
の
鉄
道
整
備
を
前
提
と
し
た
も

の
だ
っ
た
が
、
本
事
業
で
は
、
鉄
道
事
業
者

が
当
該
施
設
に
よ
り
受
け
る
受
益
の
範
囲
内

で
施
設
使
用
料
を
負
担
す
る
「
受
益
活
用
型

上
下
分
離
方
式
」
が
初
め
て
本
格
的
に
導
入

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
上
下
分
離
方
式
と
は

全
く
異
な
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

神
奈
川
東
部
方
面
線
で
は
、
総
事
業
費
約

２
７
０
０
億
円
の
う
ち
、
国
と
地
方
公
共
団

体
（
神
奈
川
県
と
横
浜
市
）
が
そ
れ
ぞ
れ
３

分
の
１
を
補
助
し
、
残
り
３
分
の
1
を
整
備

主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
資
金
調
達

し
て
鉄
道
施
設
を
整
備
す
る
。
営
業
主
体
で

あ
る
相
鉄
と
東
急
電
鉄
は
「
受
益
」
相
当
額

を
施
設
使
用
料
と
し
て
鉄
道
・
運
輸
機
構
に

支
払
う
。
営
業
主
体
は
、
無
理
な
負
担
を
負

わ
ず
に
す
む
。

「
こ
れ
か
ら
は
少
な
い
投
資
量
で
大
き
な

効
果
を
出
す
、
大
き
な
流
れ
の
中
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
単
体
で
誰
か
が
整
備
し
て
、
そ
こ
だ
け

で
営
業
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
今
回
の
場
合
で
も
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ

直
通
の
た
め
の
西
谷
駅
～
横
浜
羽
沢
駅
付
近

間
２
・
７
キ
ロ
の
連
絡
線
整
備
を
、
当
該
区

間
だ
け
で
採
算
を
と
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ

う
。
全
体
と
し
て
は
受
益
が
発
生
し
た
と
し

て
も
、
こ
う
い
う
連
絡
線
だ
け
で
鉄
道
事
業

者
が
採
算
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で
す
」

速
達
性
向
上
事
業
を
実
施
す
る
に
は
、
鉄

道
施
設
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
者
は
「
整
備

構
想
」
を
策
定
し
、
施
設
の
営
業
を
行
お
う

と
す
る
者
は
「
営
業
構
想
」
を
策
定
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
。
認
定
を
受
け
た
構
想
は
公
表

さ
れ
、
当
該
事
業
に
参
加
し
た
い
と
い
う
者

は
個
別
に
構
想
の
対
策
を
策
定
し
、
国
土
交

通
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
事
業
に
参

加
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
形

を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

と
事
業
の
透
明
性
を
確
保
し
て
い
る
。

認
定
を
受
け
た
者
は
、
指
定
の
期
限
ま
で

に
協
議
を
行
い
、
速
達
性
向
上
計
画
を
作
成

し
、
計
画
が
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い

く
。し

か
し
、施
設
の
使
用
に
関
し
て
は
様
々

な
受
益
が
発
生
し
、
複
数
の
営
業
主
体
が
存

在
す
る
場
合
に
は
、
調
整
が
最
も
重
要
な
事

項
と
な
る
。さ
ら
に
計
画
に
つ
い
て
は
、関
係

地
方
公
共
団
体
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、地
元
自
治
体
と
の
調
整
も
必
要
に
な
る
。

こ
の
速
達
性
向
上
計
画
に
お
い
て
、
ひ
と

つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
東

海
道
新
幹
線
が
停
車
す
る
新
横
浜
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
だ
。

「
神
奈
川
県
央
部
と
横
浜
駅
を
結
ぶ
相
鉄

の
利
用
客
は
、
そ
の
多
く
が
横
浜
駅
で
乗
り

換
え
て
都
心
に
向
か
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ

れ
が
Ｊ
Ｒ
と
結
ば
れ
て
乗
り
換
え
ず
に
行
け

る
と
な
る
と
、
所
要
時
間
が
格
段
に
短
縮
さ

れ
ま
す
。
が
、
そ
れ
と
並
ん
で
に
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
相
鉄
・
東
急
直
通

線
に
よ
る
新
横
浜
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
で
す
。

た
と
え
ば
相
鉄
線
沿
線
の
人
が
新
幹
線
を
利

用
す
る
際
に
は
、
横
浜
ま
で
出
て
乗
り
換
え

る
と
い
う
相
当
な
遠
回
り
を
強
い
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
連
絡
線
が
つ
く
ら
れ
れ
ば

乗
り
換
え
な
し
で
新
横
浜
に
直
接
ア
ク
セ
ス

都市鉄道整備の最近の変化

鉄道事業者が、鉄道事業法の許可を受けて整備

都市鉄道整備の
マスタープラン

交通政策審議会の答申
（東京圏は18号答申）

［高度成長期～1990年代］ ［2000年代］

［上下一体型の新線鉄道整備］ ［受益活用型上下分離方式の導入］

・増大する通勤・通学需要への対応
・ネットワークの整備・拡大
　→新線建設、複々線化等

・既存ストックの機能向上
　→速達性向上、混雑解消、乗継利便性等
・空港、新幹線等幹線交通へのアクセス

（都心部）地下鉄   →地下鉄補助
（郊外部）大手民鉄→P線補助
（ニュータウン）大手民鉄→ニュータウン鉄道補助

・既存ストック間の連絡線の整備
・結節点としての駅の高度化

都市鉄道等利便増進法

鉄
道
整
備
の

し
く
み

重
点
課
題

整
備
制
度
等

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
概
成

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
概
成

都市鉄道利便増進事業の財政上・税制上の支援措置

鉄道営業主体
（既存の鉄道事業者）

鉄道整備主体
（公的主体）

＜補助対象施設＞
・既存の都市鉄道施設の間を連絡する新線の建設や追越施設の整備
・既存の駅施設における乗継等を円滑にするための都市鉄道施設の整備　等

施設使用料（受益相当額）

国1/3

償還

借入等1/3地方1/3

税制特例
（固定資産税等）
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「
あ
る
程
度
、
公
的
な
主
体
が
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
し
て
、い
ろ
ん
な
受
益
が
こ
の
大
き

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
発
生
し
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
い
か
に
調
整
し
て
、
施
設
使
用
料
と

し
て
整
備
費
用
に
還
元
し
て
も
ら
う
か
、
と

い
う
ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計

画
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
調
整
に
は
透
明
性
の
あ
る
手
続
き
が
な

い
と
進
ま
な
い
。
イ
ン
フ
ラ
を
つ
く
る
側
も

そ
こ
で
営
業
す
る
側
も
内
容
を
オ
ー
プ
ン
に

し
た
上
で
議
論
す
る
。
そ
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
、
両
者
が
納
得
す
る
ル
ー
ル
を
つ
く
っ

て
、
上
下
分
離
を
成
り
立
た
せ
て
い
く
。
こ

れ
が
非
常
に
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
に
よ
る
事
業
ス

キ
ー
ム
は
、
関
係
者
の
利
害
を
調
整
す
る
シ

ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
ま
す
」

確
か
に
、
東
京
都
心
部
乗
り
入
れ
と
い
う

長
年
の
夢
が
か
な
う
相
鉄
、
新
横
浜
ア
ク
セ

ス
に
期
待
す
る
東
急
電
鉄
、
県
央
部
・
市
西

部
か
ら
新
横
浜
、
都
心
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
飛
躍
的
向
上
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
願

う
神
奈
川
県
と
横
浜
市
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ

て
大
き
な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
形
で
、
こ

の
速
達
性
向
上
事
業
は
実
現
す
る
。

利
用
者
利
便
性
の
向
上
施
策
を
積
極
的
に

と
こ
ろ
で
、
こ
の
都
市
鉄
道
利
便
増
進
事

業
は
国
の
補
助
率
が
３
分
の
１
を
占
め
る
な

ど
鉄
道
関
係
で
は
支
援
が
最
も
手
厚
い
も
の

の
一
つ
だ
。　

「
税
金
で
得
ら
れ
た
収
入
を
い
か
に
配
分

し
て
い
く
の
か
。
鉄
道
事
業
の
場
合
、
政
策

的
に
よ
り
意
義
の
高
い
も
の
に
重
点
的
に
投

下
し
ま
す
。
政
策
的
な
役
割
や
国
の
果
た
す

意
義
と
い
う
視
点
で
は
、
よ
り
広
域
的
な
も

の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
全
国
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
整

備
新
幹
線
は
国
の
仕
事
と
し
て
非
常
に
重
要

な
意
義
を
持
っ
て
い
る
し
、
国
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
な
の
で
、
整
備
費
の
３
分
の
２
を

国
が
、
残
り
の
３
分
の
１
を
地
方
自
治
体
が

支
援
し
て
い
ま
す
。
全
国
で
は
な
い
に
し
て

も
大
都
市
圏
に
お
い
て
よ
り
政
策
効
果
の
高

い
も
の
は
、
同
じ
よ
う
に
手
厚
い
補
助
の
対

象
と
な
る
。
新
幹
線
と
同
じ
よ
う
に
、
高
い

政
策
的
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
３
分

の
１
の
補
助
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
」

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
は
、
神
奈
川
東

部
方
面
線
の
よ
う
な
連
絡
線
を
整
備
す
る
案

件
だ
け
で
は
な
く
、
追
越
施
設
の
整
備
の
よ

う
な
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
機
能
向
上
に
よ
る
利

用
者
利
便
性
の
向
上
施
策
も
対
象
と
し
て
い

る
。「

既
存
線
の
追
越
施
設
を
つ
く
る
こ
と
で

速
達
性
の
向
上
を
図
る
案
件
も
対
象
に
な
り

ま
す
し
、現
在
進
行
中
の
阪
神
三
宮
駅
な
ど
、

大
規
模
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
交
通
結
節
機
能
高
度

化
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
い
く
つ
か

の
事
業
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

鉄
道
事
業
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
創
意
と
工

夫
に
よ
り
、
現
行
路
線
の
効
用
を
拡
大
し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
質
化
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

都市鉄道等利便増進法の基本的枠組

基本方針
（国土交通大臣）

計画認定
（国土交通大臣）

事業の意義：既存ストックを有効活用しつつ都市鉄道ネットワークの機能を高度化する施設の整備
　　　　　  ➡都市鉄道等の利便を増進
（その他、下記「速達性向上計画」及び「交通結節機能高度化計画」の作成に関する基本的事項等を規定）

鉄道事業者の
事業実施の促進

都市計画事業等の
事業実施の促進

財政上・税制上の
支援措置

速達性向上計画 交通結節機能高度化計画
□新たな「受益活用型」の上下分離方式
　（既存路線に発生する「受益」も活用した施設整備）
□鉄道の営業主体と整備主体が共同で計画を策定
　（上記「受益」の額等は国が裁定）
□利用者や地域による提案を制度化

□大規模ターミナルについて、都道府県が協議会を組織
　（市町村、鉄道事業者、駅周辺施設の整備者等が参加）
□上記「協議会」において、
　駅内外の一体的な整備計画を策定（鉄道と都市が連携）
□利用者や地域による提案を制度化

速達性の向上 交通結節機能の高度化

迂回

乗換 連絡
不便な乗換

路線間の接続が不十分で
遠くの乗換駅へ迂回が必要

駅内外の一体性が不十分で
円滑な移動が困難

駅内外の一体的整備により
交通結節機能を高度化

連絡線整備等により
速達性を向上
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鉄
道
輸
送
で
恐
い
の
が
事
故
や
災
害
。
そ
こ

で
大
切
な
の
が
、
事
前
の
防
止
策
の
実
施

と
と
も
に
、
万
が
一
に
も
そ
れ
ら
に
遭
遇
し
た
場

合
の
迅
速
で
的
確
な
復
旧
作
業
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
鉄
道
各
社
で
は
日
頃
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
非
常
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
訓
練
や
演
習

を
行
っ
て
お
り
、
本
連
載
で
も
今
ま
で
に
二
度
の

ご
紹
介
を
し
て
き
た
。

最
初
は
「
踏
切
の
遮
断
機
を
突
破
し
て
進
入

し
て
き
た
車
と
の
衝
突
」（
小
田
急
電
鉄
・
９
号
掲

載
）、
次
に
は
「
地
下
ト
ン
ネ
ル
内
で
大
地
震
に

遭
っ
て
の
緊
急
停
止
」（
東
京
メ
ト
ロ
・
21
号
掲
載
）

と
い
う
設
定
。
ど
ち
ら
も
、
多
く
の
鉄
道
路
線
で

起
こ
り
得
る
災
難
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
今
回
。
京
浜
急
行
電
鉄
が
毎
年
秋
に
行

う
鉄
道
事
故
復
旧
訓
練
で
設
定
さ
れ
た
状
況
は
、

「
長
雨
に
よ
り
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
に
列
車
が
接

触
し
て
脱
線
」。
こ
れ
も
、
山
間
部
や
丘
陵
地
帯

を
走
る
路
線
に
と
っ
て
は
恐
怖
だ
ろ
う
。
し
か
も

異
常
気
象
や
自
然
災
害
が
多
発
す
る
今

は
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
被
害
が
発
生
す

る
恐
れ
や
、
鉄
道
会
社
の
力
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
。

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、
地
元
警
察・

消
防
や
国
土
交
通
省
地
方
整
備
局
・
運
輸

局
と
の
連
携
や
情
報
の
共
有
だ
ろ
う
。
こ

れ
も
今
回
の
訓
練
で
の
大
き
な
テ
ー
マ
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
。

そ
ん
な
仮
想
の
事
故
現
場
で
、
い
か
に

し
て
お
客
さ
ま
の
生
命
と
安
全
を
守
り
、

適
切
な
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
く
の

か
!?訓

練
が
行
わ
れ
る
10
月
23
日
（
火
）
の

朝
、
京
急
の
特
急
に
乗
っ
て
、
い
ざ
久
里

浜
へ
。そ
こ
か
ら
徒
歩
15
分
の
、京
急
フ
ァ

イ
ン
テ
ッ
ク
（
京
急
車
両
の
保
守
・
点
検
・

整
備
会
社
）
久
里
浜
事
業
所
に
設
け
ら
れ

た
会
場
へ
と
向
か
っ
た
の
だ
。

京浜急行電鉄・12

「鉄道事故復旧訓練」
鉄道をこよなく愛する作家・野村正樹が今回体験したのは「鉄道事故復旧訓練」。
京浜急行電鉄が、万が一事故が発生した際に機敏な対応が取れるように
毎年秋に行っている総合訓練で、26 回を数える。今年は警察・消防等に加え、
国土交通省関東地方整備局ならびに関東運輸局も参加。そこで野村氏が見たものは――。

京急ファインテック
久里浜事業所

写真●織本知之作家●野村正樹

うず高く積もった土砂と倒木が走行をはばむ。

木材などを引きずりながら走行、停車した事故車両。

現場に到着した駅長と駅係員に、運転士、車
掌が事故の状況を報告する。決して動じるこ
とのない、冷静な報告が求められる瞬間だ。

事故発生

1

警察車両が現場を確認し、警備体制を整え
るのと同時に、救急車が到着。救助活動が
始まる。住民（人形）を救助する消防隊員。

救助活動開始

2
☜☜

11
時
１
分
の
事
故
発
生
と
同
時
に
、
駅

長
と
駅
係
員
が
現
場
に
到
着
。
警
察
車

両
や
救
急
車
、
復
旧
作
業
を
行
う
先
発

隊
が
次
々
到
着―

―

騒
然
と
し
た
緊
急

事
態
に
あ
っ
て
、
い
か
に
的
確
に
か
つ

冷
静
・
迅
速
に
動
く
か
。
プ
ロ
の
対
応

に
感
嘆
し
き
り
の
野
村
氏
な
の
で
し
た
。
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現
実
に
起
こ
り
得
る
「
危
険
な
事
態
」

事
前
に
配
ら
れ
た
資
料
を
読
む
と
、
そ
の
訓
練

は
次
の
よ
う
な
設
定
で
行
わ
れ
る
と
い
う
。

―
―

同
日
の
11
時
１
分
頃
、
京
急
本
線
の
「
県

立
大
学
〜
堀
之
内
」
間
（
品
川
駅
か
ら
約
51
㎞

走
っ
た
三
浦
半
島
の
丘
陵
地
帯
を
横
切
る
区
間
＝

筆
者
注
）を
時
速
65
㎞
で
運
転
中
の
８
両
編
成（
訓

練
は
４
両
編
成
で
実
施
）
の
上
り
快
速
列
車
に

乗
務
す
る
運
転
士
は
、
約
80
ｍ
前
方
左
側
の
崖
が

民
家
を
巻
き
込
み
な
が
ら
線
路
上
に
崩
れ
て
く
る

の
を
発
見
し
た
。
た
だ
ち
に
非
常
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
、
周
囲
の
列
車
を
停
止
さ
せ
る
信
号
も
発
信
し

た
が
、
列
車
は
崩
れ
た
土
砂
な
ど
に
接
触
し
、
木

材
な
ど
を
引
き
ず
り
な
が
ら
58
ｍ
走
行
し
て
停
止

し
た
。

次
に
運
転
士
は
そ
の
旨
を
車
掌
に
連
絡
し
、
運

輸
司
令
へ
の
連
絡
を
依
頼
。
列
車
が
下
り
線
側
に

脱
線
し
て
い
た
た
め
、
直
ち
に
列
車
防
御
（
下
り

列
車
を
止
め
る
扱
い
）
を
行
っ
た―

―

。

そ
し
て
現
場
に
戻
っ
た
運
転
士
が
確
認
し
た
被

害
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

―
―

先
頭
車
両
の
前
か
ら
１
番
め
と
２
番
め
の

車
輪
が
下
り
線
側
に
脱
線
。
さ
ら
に
は
信
号
機
が

倒
壊
し
、
鉄
柱
が
曲
損
。
吊
架
線
と
列
車
無
線
の

誘
導
線
が
切
断
さ
れ
、
枕
木
と
レ
ー
ル
を
つ
な
ぐ

締
結
装
置
の
損
傷
を
確
認
し
た
。
し
か
も
、
線
路

脇
に
は
崖
崩
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た
近
く
の
住
民（
設

定
で
は
重
傷
者
２
名
）
が
木
材
の
下
敷
き
と
な
っ

て
お
り
、
す
ぐ
の
救
出
は
困
難
だ
。

ま
た
、
運
輸
司
令
へ
の
連
絡
後
に
車
掌
が
車
内

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
先
頭
車
両
に
多
数
の
重
軽

傷
者
（
重
傷
１
人
を
含
む
31
人
）
が―

―

。

私
が
そ
の
〝
悲
惨
な
現
場
〞
を
想
定
し
た
会
場

に
着
い
た
の
は
、
訓
練
開
始
前
の
朝
10
時
半
。
ま

ず
目
に
飛
び
込
ん
だ
の
は
、
会
場
中
央
の
線
路
に

置
か
れ
た
４
両
編
成
の
〝
事
故
車
両
〞
だ
っ
た
。

脱
線
し
た
先
頭
車
両
の
前
を
倒
木
や
崖
崩
れ
の

残
骸
が
覆
い
、
近
く
の
線
路
上
に
は
そ
れ
ら
に
埋

ま
っ
た
住
民
（
人
形
）
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
車

内
に
は
２
０
０
人
ほ
ど
の
乗
客
（
京
急
社
員
の
皆

さ
ん
が
参
加
）
の
姿
も
見
え
た
。

そ
し
て
、
現
場
の
正
面
に
張
ら
れ
た
大
テ
ン
ト

の
中
に
１
０
０
０
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
座
り
、
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
本
番
の
開
始
を
待
っ
て
い
る
。

今
回
の
訓
練
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
救
助
・
救
出
・

誘
導
・
警
備
・
情
報
収
集
・
伝
達
・
共
有
化
な
ど

に
か
か
わ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
・
関

東
運
輸
局
、
神
奈
川
県
警
察
浦
賀
署
、
横
須
賀
市

消
防
局
、
横
浜
市
生
活
安
全
管
理
局
、鎌
倉
市
・

逗
子
市
・
三
浦
市
の
各
消
防
本
部
の
方
（々
順
不

同
）だ
。さ
ら
に
は
４
倍
も
の
申
し
込
み
の
中
か
ら

抽
選
で
選
ば
れ
た
一
般
見
学
者
や
、
同
社
の
運
転

士
・
車
掌
研
修
生
の
皆
さ
ん
な
ど
の
姿
も
あ
っ
た
。

こ
の
日
の
久
里
浜
は
何
と
も
お
だ
や
か
な
好
天
。

ふ
と
最
初
は
、「
壮
大
な
事
故
現
場
の
セ
ッ
ト
を
組

吊架線の仮復旧作業をすすめる。

万が一の事故や災害発生時に備えて装備されている救援車。今回の訓練では、脱線復旧機材を搭載、現場に向かう。

事故発生からわずか50分後、現場脇に事故
対策本部が設置される。救出・避難活動はす
でに完了しており、修復作業が開始される。

事故対策本部設置

3

車体を持ち上げ線路に戻す。言うは易しであ
る。寸分の狂いも許されない精密な作業なの
である。技術と経験あればこそのプロの技だ。

脱線復旧

4

乗客を救助し避難誘導、脱線車両を復旧し
てすべての機器装置を回復させるといよいよ
土砂の積込作業がはじまり、訓練も終盤に。

土砂積込作業

5
☜☜☜
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ん
だ
野
外
舞
台
」
を
前
に
「
客
席
で
開

演
を
待
つ
大
勢
の
観
客
」
と
い
っ
た
錯

覚
を
抱
き
そ
う
に
も
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
平
和
な
気
分
は
、

時
計
が
定
刻
の
11
時
１
分
を
示
す
と
同

時
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ

れ
か
ら
３
時
間
強
に
わ
た
っ
て
繰
り
広

げ
ら
れ
た
訓
練
の
様
子
を
、
４
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
紹
介
し

て
み
よ
う
。

的
確
迅
速
な
連
携
プ
レ
ー
に
感
服

ポ
イ
ン
ト
の
第
一
は
、
何
と
い
っ
て
も
「
機
敏

で
的
確
な
対
応
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
回
の
架
空

の
事
故
に
お
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
実
行
さ
れ
て

い
っ
た
。

訓
練
で
乗
務
を
担
当
し
た
の
は
、
同
社
の
若
い

女
性
運
転
士
・
車
掌
さ
ん
だ
っ
た
。
事
故
発
生
と

同
時
に
行
っ
た
、
発
煙
信
号
現
示
、
連
絡
、
列
車

防
護
と
い
っ
た
一
連
の
作
業
の
機
敏
さ
。
10
分
後

に
現
場
に
到
着
し
た
駅
長
や
係
員
に
テ
キ
パ
キ
と

報
告
す
る
声
が
澄
ん
だ
秋
空
の
下
に
響
い
て
い
く
。

し
か
し
、
そ
の
直
後
に
現
場
は
一
気
に
騒
然
と

化
し
た
。
ま
ず
、
乗
客
救
出
の
た
め
の
非
常
脱
出

梯
子
を
携
え
た
駅
係
員
が
到
着
す
る
。
け
た
た
ま

し
い
サ
イ
レ
ン
の
音
と
と
も
に
、
現
場
の
確
認
と

警
備
に
あ
た
る
警
察
車
両
や
、
負
傷
者
の
救
出
救

護
活
動
を
行
う
救
急
車
や
消
防
車
両
な
ど
が
次
々

に
周
囲
を
埋
め
尽
く
し
て
い
く
光
景
は
圧
巻
だ
。

「
真
剣
な
訓
練
」
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
た
か
も
演
劇

や
映
画
で
、
主
役
が
助
け
を
求
め
る
場
面
に
正
義

の
味
方
が
さ
っ
そ
う
と
現
れ
る
「
活
劇
シ
ー
ン
」

を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
数
分
間
で
も
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
始
ま
る
の
が
、
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
。

そ
れ
は
、
関
係
者
に
よ
る
「
協
力
と
連
携
」
だ
。

救
急
車
の
到
着
と
と
も
に
救
護
所
が
設
置
さ

れ
、
現
場
確
認
を
終
え
る
と
す
ぐ
に
消
防
局
員
に

よ
る
車
内
の
負
傷
者
や
倒
木
な
ど
の
下
敷
き
に

な
っ
た
住
民
の
救
出
が
始
ま
っ
た
。
同
じ
頃
に
乗

務
区
の
職
員
も
現
場
に
到
着
し
、
乗
務
員
や
車

内
に
乗
り
合
わ
せ
た
職
員
も
手
伝
っ
て
の
旅
客
の

避
難
誘
導
が
ス
タ
ー
ト
。
見
と
れ
る
う
ち
に
、
あ

れ
よ
あ
れ
よ
と
す
べ
て
の
救
出
と
避
難
活
動
は
ス

ム
ー
ズ
に
完
了
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
役
割
を
終
え
た
消
防
車
や
救
急
車
両

が
退
出
し
た
の
は
11
時
40
分
。
到
着
し
て
か
ら
30

分
足
ら
ず
の
見
事
な
作
業
に
感
服
し
た
。

さ
ら
に
、
的
確
で
迅
速
な
連
携
は
続
く
。
そ
の

頃
に
は
同
社
の
救
急
自
動
車
が
現
場
に
到
着
し
て

お
り
、
旅
客
の
避
難
誘
導
完
了
と
同
時
に
吊
架
線

の
仮
復
旧
、
列
車
無
線
誘
導
線
の
張
替
準
備
、
倒

木
な
ど
の
膨
大
な
量
の
支
障
物
除
去
と
い
っ
た
作

業
が
始
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
に
要
し
た
時
間
は
、
わ
ず
か
20
数
分
。

何
と
見
事
な
早
業
で
は
な
い
か
。
か
く
し
て
、
現

場
の
脇
に
事
故
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
て
数
分
を

経
た
11
時
55
分
頃
に
は
、
も
う
一
連
の
作
業
が
終

了
し
て
い
た
。

そ
れ
を
受
け
て
始
ま
る
の
が
、
脱
線
車
両
や
倒

壊
信
号
機
の
修
復
な
ど
で
あ
る
。
今
回
の
訓
練
で

も
、
ま
ず
正
午
過
ぎ
に
脱
線
車
両
の
復
旧
に
必
要

な
機
材
を
積
ん
だ
救
援
貨
車
が
現
地
に
到
着
し
て

作
業
が
ス
タ
ー
ト
。
作
業
員
の
皆
さ
ん
の
慎
重
か

つ
手
際
の
よ
い
動
き
に
よ
り
、
40
分
ほ
ど
で
列
車

は
無
事
に
元
の
線
路
上
へ
と
戻
さ
れ
た
の
だ
。

「
日
頃
の
努
力
」
が
光
る

こ
う
し
た
個
々
の
作
業
を
見
学
し
な
が
ら
い
つ

も
感
心
す
る
の
が
、第
三
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
技
」
だ
。

た
と
え
ば
、
先
の
脱
線
車
両
の
復
旧
訓
練
な
ど

も
今
ま
で
何
回
か
見
学
し
て
き
た
内
容
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
何
度
見
て
も
、
あ
の
大
き
く
て
重
い
車

体
を
全
員
が
し
っ
か
り
と
息
を
合
わ
せ
て
器
械
を

慎
重
に
操
作
し
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
持
ち
上
げ
、

慎
重
に
移
動
さ
せ
な
が
ら
、
ピ
タ
リ
と
線
路
に
戻

し
て
い
く
ま
で
の
機
敏
で
精
緻
な
プ
ロ
の
技
に
は
、

た
だ
た
だ
脱
帽
だ
。

こ
の
見
事
な
手
さ
ば
き
は
、
脱
線
車
両
を
復
旧

す
る
か
た
わ
ら
で
行
わ
れ
た
倒
壊
信
号
機
・
架
線

支
柱
・
ビ
ー
ム
・
列
車
無
線
誘
導
線
・
レ
ー
ル
締

結
装
置
な
ど
の
復
旧
や
、
ゲ
ー
ジ
タ
イ
取
付
、
臨

12

京急関係者と協力のもと負傷者の救出救護活動をする消防
隊員たち。

車両に引っかかった倒木を除去する。

線路上を走行するクレーン車が到着。仮架線柱の復旧作業、信号機
確認作業などが着々と進められる。



2� MINTETSU WINTER 2008

時
落
石
警
報
装
置
の
設
置
な
ど
で
も
同
じ
だ
っ
た
。

そ
れ
ら
を
終
え
た
午
後
１
時
過
ぎ
、
線
路
に
戻

さ
れ
た
事
故
車
両
は
無
事
に
現
場
を
離
れ
、
午
後

２
時
頃
に
は
、
す
べ
て
の
復
旧
作
業
が
完
了
。
そ

れ
を
受
け
て
現
地
指
揮
所
や
事
故
対
策
本
部
が
解

散
す
る
。

ま
さ
に
、
当
初
に
組
ま
れ
た
手
順
と
時
間
ど
お

り
の
見
事
な
展
開
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
ま
で
の
完
璧
な
動
き
が
な
さ

れ
た
陰
に
は
、
今
回
の
総
合
訓
練
に
至
る
ま
で
に

日
頃
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
、
地
道
な
訓
練

や
研
修
な
ど
を
行
っ
て
き
た
、努
力
の
成
果
が
あ
っ

て
こ
そ
だ
と
思
っ
て
や
ま
な
い
。

そ
う
し
た
努
力
の
積
み
重
ね
こ
そ
は
、
鉄
道
事

業
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
の
遂
行
に
も

当
て
は
ま
る
「
プ
ロ
の
奥
義
」
だ
ろ
う
。

情
報
共
有
の
訓
練
も
同
時
に

さ
ら
に
、
も
う
１
つ
。
今
回
の
総
合
訓
練
で
注

目
し
た
い
第
四
の
ポ
イ
ン
ト
が
、「
災
害
時
の
円
滑

な
映
像
情
報
の
共
有
」
で
あ
る
。

確
か
に
、
事
故
の
復
旧
に
際
し
て
関
係
者
が
適

切
な
判
断
を
行
う
た
め
に
は
正
確
な
状
況
把
握
が

欠
か
せ
な
い
。
と
く
に
、
今
回
の
崖
崩
れ
な
ど
は

人
里
か
ら
離
れ
た
場
所
や
見
通
し
の
悪
い
山
間
部

な
ど
で
起
き
る
危
険
性
も
高
い
。

そ
う
し
た
際
に
威
力
を
発
揮
す
る
の
が
「
映
像
」

だ
ろ
う
。
今
回
は
、
そ
の
た
め
の
訓
練
も
行
わ
れ

て
い
た
。

事
故
発
生
の
30
分
後
に
は
上
空
に
関
東
地
方
整

備
局
の
事
故
対
策
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
来
し
て

現
場
を
空
撮
し
、
中
継
所
を
経
て
関
東
地
方
整
備

局
へ
送
信
。
地
上
で
も
、
衛
星
通
信
車
が
乗
り
つ

け
て
撮
影
し
た
映
像
が
通
信
衛
星
を
経
由
し
て
関

東
地
方
整
備
局
に
送
ら
れ
る
。
空
と
地
上
か
ら
撮

影
さ
れ
た
ラ
イ
ブ
な
映
像
は
、光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ

て
関
東
運
輸
局
に
も
伝
わ
り
、
関
係
機
関
が
瞬
時

に
し
て
情
報
を
共
有
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

さ
ら
に
、
夜
間
の
災
害
復
旧
を
支
援
す
る
場
合

に
備
え
て
、
工
事
の
ク
レ
ー
ン
車
の
よ
う
に
柱
が

伸
び
て
高
所
か
ら
現
場
を
照
ら
せ
る
照
明
車
も
登

場
し
た
り
。
ま
さ
に
鉄
壁
の
布
陣
で
は
な
い
か
。

ど
ん
な
仕
事
で
も
問
題
解
決
の
決
め
手
と
な
る

の
が
「
現
場
の
情
報
」
と
「
ス
ピ
ー
ド
」
と
、
あ
ら

ゆ
る
事
態
を
想
定
し
た
「
万
全
の
装
備
」
で
あ
る

に
違
い
な
い
。

今
回
の
情
報
共
有
の
訓
練
も
、
災
害
時
に
よ
り

正
確
・
的
確
・
迅
速
な
処
理
を
行
う
た
め
の
一
助

と
な
る
は
ず
。
鉄
道
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
利
用

者
や
沿
線
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
頼
も
し
い

か
ぎ
り
だ
と
実
感
し
た
。

心
強
い
正
義
の
味
方
た
ち
が
い
る

そ
し
て
、
迫
力
と
緊
張
感
に
満
ち
た
訓
練
の
後

に
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
が
待
っ
て
い

た
。
復
旧
作
業
の
仕
上
げ
と
な
る
マ
ル
チ
タ
イ
タ

ン
パ
ー（
マ
ル
タ
イ
）や
バ
ラ
ス
ト
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー

が
登
場
し
て
の「
保
守
機
械
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
」
で
あ
る
。

崖
崩
れ
や
脱
線
で
微
妙
な
変
位
を
生
じ
た
か
も

し
れ
な
い
レ
ー
ル
の
縦
・
横
位
置
を
調
整
し
た
後

に
、
バ
ラ
ス
ト
形
成
や
不
足
し
た
砂
利
の
補
充
や

枕
木
間
の
バ
ラ
ス
ト
の
締
め
な
お
し
、
と
い
っ
た

安
全
確
保
の
総
仕
上
げ
が
完
了
す
る
。
そ
し
て
張

り
つ
め
た
空
気
に
包
ま
れ
た
訓
練
の
「
現
場
」
は
、

ま
る
で
幕
を
閉
じ
た
「
舞
台
」
の
よ
う
に
平
和
で

の
ど
か
な
空
間
へ
と
戻
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
漂
う
の
は
〝
嵐
の
後
の
静
け
さ
〞
で
あ

る
と
同
時
に
〝
緊
張
の
後
の
安
堵
〞
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

そ
う
な
の
だ
。
鉄
道
各
社
が
こ
う
し
た
日
々
の

努
力
を
続
け
て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
安

心
し
て
電
車
に
乗
れ
る
。
い
や
、
万
が
一
に
ど
こ

か
で
災
害
に
遭
遇
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
訓
練
会

場
で
見
た
よ
う
な
心
強
い「
正
義
の
味
方
」た
ち
が
、

す
ぐ
に
助
け
に
来
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

そ
ん
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
乗
っ
た
上
り
特
急

電
車
は
、
柔
ら
か
な
秋
の
夕
日
を
浴
び
な
が
ら
三

浦
半
島
の
丘
を
軽
快
に
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
。

作家。経営、マーケティング、人生、鉄道な
ど幅広い分野で活躍している。著書多数。
最新刊に『嫌なことがあったら鉄道に乗ろう』

（日経ビジネス人文庫）がある。

野村正樹 Masaki NOMURA

　国土交通省関東地方整備局・関東運輸局は『災害時における情報共有体制の構築』のた
め平成 19 年 3 月に光ケーブルによる通信回線を整備している。今回の訓練では、関東地
方整備局・関東運輸局による「情報共有訓練」が併せて実施された。国土交通省が鉄道の
事故復旧訓練に参加するのは、初めてのことである。訓練は①災害対策用ヘリコプターに
よる現地飛行および映像送信②衛星通信車による映像撮影および映像送信③照明車による
救助・復旧活動の支援――などが行われた。

国土交通省関東地方整備局・関東運輸局

出所：国土交通省

鉄道災害を想定した「映像共有訓練」を実施

訓練系統図
照明車
（関東地方整備局）

ヘリコプターあおぞら号
（関東地方整備局）

鉄道事故復旧訓練場所

ヘリテレ基地局
（関東地方整備局）

中継所
（画像受信基地局）

衛星通信車
（関東地方整備局）

通信衛星
（JC-SAT）

関東運輸局

関東地方整備局

救
助
・
復
旧
活
動
支
援

空
撮
映
像

光ケーブル
による共有 現地映像
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文・角田光代
Mitsuyo KAKUTA
1990 年『幸福な遊戯』で海燕新人文学賞を受賞、

小説家としてデビュー。『まどろむ夜の UFO』（野

間文芸新人賞）、『ぼくはきみのおにいさん』（坪

田譲治文学賞）、『キッドナップ・ツアー』（産経

児童出版文化賞フジテレビ賞・路傍の石文学賞）、

『空中庭園』（婦人公論文芸賞）、『対岸の彼女』（直

木賞）、『ロック母』（川端康成文学賞）、『八日目

の蝉』（中央公論文芸賞受賞）などの代表作のほ

か著書多数。近著に『予定日はジミー ･ ペイジ』

（白泉社）、『三面記事小説』（文藝春秋）。

列
車
し
か

持
ち
得
な
い
も
の

第
十
九
回

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

イラスト・岡林玲生

  　

乗
り
も
の
で
は
断
然
、
列
車
が
好
き
だ
。
異

国
を
旅
し
て
い
る
際
の
移
動
手
段
は
、
で
き
る

だ
け
列
車
を
使
う
。
飛
行
機
で
い
け
ば
二
時
間

の
と
こ
ろ
を
、
列
車
で
ま
る
一
日
か
か
っ
た
と

し
て
も
、列
車
を
選
ん
で
し
ま
う
。
列
車
に
は
、

バ
ス
と
は
異
な
る
解
放
感
が
あ
る
。
乗
客
同
士

が
不
思
議
に
心
を
許
し
合
う
。
隣
り
合
っ
た
家

族
連
れ
が
、
蜜
柑
を
く
れ
た
り
、
お
菓
子
を
わ

け
て
く
れ
た
り
す
る
の
は
、必
ず
列
車
で
あ
る
。

長
距
離
バ
ス
で
は
そ
う
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
か
ら
ホ
ー
チ
ミ
ン
ま

で
、
途
中
下
車
し
な
が
ら
一
カ
月
か
け
て
移
動

し
た
と
き
も
、
列
車
を
乗
り
継
い
だ
。
夜
行
列

車
は
三
段
ベ
ッ
ド
で
、
朝
に
な
る
と
そ
れ
が
座

席
に
な
る
。
ニ
ャ
チ
ャ
ン
か
ら
ホ
ー
チ
ミ
ン
へ

向
か
う
列
車
に
乗
っ
た
と
き
は
、
私
の
ベ
ッ
ド

の
ま
わ
り
の
乗
客
は
み
な
は
や
ば
や
と
目
を
覚

ま
し
て
し
ま
っ
て
、
職
員
が
ベ
ッ
ド
を
シ
ー
ト

に
か
え
て
く
れ
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
六
人
で
い

ち
ば
ん
下
の
ベ
ッ
ド
に
腰
か
け
、
あ
れ
こ
れ
と

話
を
し
た
。
少
し
の
英
語
し
か
話
せ
な
い
私

と
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ら
話
せ
る
老
人
と
、
ベ
ト

ナ
ム
の
言
葉
し
か
話
せ
な
い
家
族
連
れ
が
、
下

段
ベ
ッ
ド
に
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
な
っ
て
座
り
、

あ
れ
こ
れ
会
話
を
し
た
の
だ
が
、
今
思
い
出

す
と
、
私
た
ち
は
い
っ
た
い
何
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
と
不

思
議
に
な
る
。
そ
れ
で
も
そ
の
と
き
は
、
な
ん

の
疑
問
も
感
じ
ず
、
話
し
、
笑
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

早
朝
の
駅
で
列
車
が
止
ま
っ
た
と
き
、
家
族

連
れ
の
お
か
あ
さ
ん
が
、
駅
の
た
ま
ご
売
り
か

ら
茹
で
た
ま
ご
を
買
っ
て
き
た
。
殻
の
茶
色
く

染
ま
っ
た
そ
れ
を
、
遠
慮
が
ち
に
ひ
と
つ
私
に

く
れ
た
。
い
い
で
す
よ
、
と
遠
慮
す
る
と
、
わ

ざ
わ
ざ
殻
を
む
い
て
、
も
う
一
度
手
渡
す
。
銀

ホ
イ
ル
に
包
ま
れ
た
塩
を
つ
け
て
茹
で
た
ま
ご

を
一
口
囓
る
と
、
た
ち
ま
ち
私
は
子
ど
も
に

戻
っ
た
。
父
と
母
と
姉
と
、
向
か
い
合
わ
せ
で

ボ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト
に
腰
か
け
て
い
る
。
母
の
手

で
茹
で
た
ま
ご
が
む
か
れ
る
。
た
ま
ご
を
包
ん

で
い
た
銀
ホ
イ
ル
が
、
窓
か
ら
の
陽
に
ち
か
ち

か
と
反
射
し
て
母
の
手
が
光
る
。
父
は
眠
っ
て

い
る
。
窓
の
外
に
知
ら
な
い
光
景
が
広
が
り
、

私
は
不
安
を
隠
す
た
め
、
わ
ざ
と
は
し
ゃ
ぐ
。

は
し
ゃ
ぐ
う
ち
、
本
当
に
興
奮
し
て
く
る
。
知

ら
な
い
と
こ
ろ
に
い
く
の
だ
と
い
う
興
奮
。
は

し
ゃ
ぎ
す
ぎ
て
母
に
た
し
な
め
ら
れ
る
。
や
が

て
窓
の
外
に
海
が
広
が
り
、
私
は
窓
に
額
を
つ

け
る
。

　

職
員
が
ベ
ッ
ド
を
シ
ー
ト
に
か
え
に
き
て
、

私
は
現
実
に
戻
る
。
私
た
ち
は
座
席
で
ま
た
、

ど
こ
の
言
葉
で
も
な
く
話
し
続
け
る
。
故
郷
の

こ
と
。
こ
れ
か
ら
向
か
う
場
所
の
こ
と
。
お
い

し
い
食
べ
も
の
の
こ
と
。
線
路
沿
い
に
建
つ
ち

い
さ
な
家
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
飛
び
出
し
て
き

て
、
列
車
に
向
か
っ
て
大
き
く
手
を
ふ
っ
て
い

た
。

　

列
車
と
い
う
の
は
だ
ん
だ
ん
、
バ
ス
や
飛
行

機
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
て
い
る
。
異
国
を
旅
し

て
い
る
と
な
お
の
こ
と
実
感
す
る
。
同
じ
場
所

に
い
く
の
に
、
長
距
離
バ
ス
の
ほ
う
が
値
段
が

安
く
、
し
か
も
早
い
。
あ
る
い
は
飛
行
機
な
ら

ば
値
段
は
高
い
が
時
間
は
す
さ
ま
じ
く
短
縮
で

き
る
。
し
か
し
そ
う
な
っ
て
み
て
思
う
の
は
、

長
距
離
を
走
る
列
車
と
い
う
の
は
、
今
や
余
裕

の
あ
る
人
し
か
乗
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
経
済
的
余
裕
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
時

間
的
余
裕
、
気
持
ち
の
余
裕
で
あ
る
。
私
は
そ

の
余
裕
を
美
し
い
と
思
う
。
と
も
に
乗
り
合
っ

た
乗
客
た
ち
と
言
葉
を
交
わ
し
、弁
当
を
広
げ
、

車
窓
の
眺
め
に
目
を
凝
ら
し
、
手
を
ふ
る
子
ど

も
に
手
を
ふ
り
か
え
し
、
見
知
ら
ぬ
駅
で
乗
り

降
り
す
る
人
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
る
、
そ
ん
な
余

裕
を
美
し
い
と
思
う
。
列
車
し
か
持
ち
得
な
い

美
し
さ
で
あ
る
。
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今
回
は
、
一
九
八
五
年
に
公
開
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
シ
ョ

ア
」
を
紹
介
す
る
。
こ
の
映
画
は
、
ク
ロ
ー
ド
・
ラ
ン
ズ
マ
ン
監
督
が
五
年
以
上
の
歳
月

を
か
け
て
撮
っ
た
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
（
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
）
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
上
映
時
間
は
、
九
時
間
半
に
及
ぶ
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
関
す
る
映
画
は
、
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
相
当
数
あ
る
が
、
本
作
品
が
最
も
重
要
な
映
画
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
が
、
虐
殺
シ
ー
ン
や
残
酷
な

シ
ー
ン
は
皆
無
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
約
四
十
年
を
経
た
時
点
で
の
関
係
者
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
映
画
に
登
場
す
る
絶
滅
収
容
所
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
ヘ
ウ
ム
ノ
、
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
、
ゾ
ビ
ブ
ル
、
ベ
ウ
ジ
ェ
ッ
ツ
、
そ
し

て
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
（
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
を
含
む
）
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
対
象
者
は
、

一
九
八
〇
年
代
に
生
存
し
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
被
害
者
、Ｓ
Ｓ
（
ナ
チ
ス
親
衛
隊
）
の
看
守
、

鉄
道
従
業
員
を
は
じ
め
と
し
た
収
容
所
近
傍
の
住
人
達
で
あ
る
。

映
画
の
冒
頭
登
場
す
る
の
は
、
最
大
三
十
四
万
人
の
人
達
が
主
に
毒
ガ
ス
自
動
車
で

虐
殺
さ
れ
た
収
容
所
ヘ
ウ
ム
ノ
で
あ
る
。
こ
の
収
容
所
で
生
き
残
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
わ

「ショア」

生存者、その目撃者・傍観者。
悲劇を体験した者だけが知る記憶。

1946 年東京生まれ、69 年東大経済卒、
同年運輸省入省、人事課長、運輸審議
官等を経て、2002 年 8 月国土交通審議
官を退官。現在は財団法人運輸政策研
究機構・会長を務める。フィルム･コミッ
ション（FC）への取り組みなど、映画へ深
い情熱を注ぐ。
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19鉄道と映画

Shoah

ず
か
二
名
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
当
時
少
年
だ
っ
た
収
容

者
が
登
場
し
、
彼
が
小
船
で
川
を
下
り
な
が
ら
往
時
の
状
況
を
説
明
す
る
。
一

見
長
閑
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
田
舎
の
風
景
の
中
で
、
残
酷
な
内
容
の
話
が
淡
々
と

語
ら
れ
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
皮
切
り
に
、
被
害
者
、
加
害
者
、
傍
観
者

及
び
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
研
究
者
な
ど
の
証
言
が
続
く
が
、
監
督
自
身
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
被
害
者
の
最
も
辛
い
出
来
事
に
関
す
る
証
言
を
引
き
出
す
場
面
は
、

余
り
に
も
残
酷
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
収
容
所
か
ら
生
き
残
っ

た
人
達
に
な
ぜ
自
殺
が
大
変
多
い
の
か
が
理
解
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
人
達
は
、

限
界
を
超
え
た
残
酷
さ
を
経
験
し
た
の
で
あ
り
、
時
間
が
癒
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
加
害
者
の
側
は
、
か
な
り
の
知
性
を
持
つ
イ
ン
テ
リ
か
ら
小
市
民
的
な

元
Ｓ
Ｓ
兵
に
い
た
る
ま
で
、
償
い
が
た
い
罪
を
犯
し
た
と
い
う
認
識
が
全
く
無

い
。
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
の
Ｓ
Ｓ
の
元
看
守
は
、「
わ
た
し
の
定
義
を
教
え
よ
う
。
ベ
ウ

ジ
ェ
ッ
ツ
は
、（
死
の
）
実
験
場
。
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
は
、（
死
の
）
原
始
的
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
は
、
死
の
工
場
だ
っ
た
」
と
得
々
と
し
て
証
言
す

る
シ
ー
ン
に
は
、
人
間
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
傍
観
者
は
、
当
初
は
、
ユ
ダ
ヤ

人
に
同
情
的
な
証
言
を
す
る
が
、
段
々
と
そ
の
利
己
的
な
感
情
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
く
。
こ
の
映
画
を
見
終
わ
る
と
人
種
差
別
と
排
外
主
義
の
根
深
さ
を
実
感

さ
せ
ら
れ
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
合
い
間
合
い
間
に
映
さ
れ
る
の
が
、
一
九
八
五
年
現
在
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
鉄
道
で
あ
る
。
駅
舎
や
収
容
所
へ
の
引
き
込
み
線
の
他
に
、
貨
物

列
車
が
延
々
と
映
し
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、ユ
ダ
ヤ
人
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
実
行
の

際
、
大
き
な
問
題
の
一
つ
が
移
送
で
あ
り
、
そ
の
手
段
が
鉄
道
で
あ
っ
た
こ
と
に

由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
映
し
出
さ
れ
る
列
車
が
蒸
気
機
関
車
だ
け
に
、
当
時

移
送
に
使
わ
れ
た
家
畜
運
搬
用
の
貨
物
列
車
を
見
て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
持
っ
て

し
ま
う
。今
ま
で
紹
介
し
た
映
画
の
中
で
美
し
い
列
車
走
行
場
面
は
数
多
か
っ
た

が
、蒸
気
機
関
車
と
牽
引
車
両
が
こ
れ
ほ
ど
陰
気
で
、
禍ま
が
ま
が々

し
く
見
え
て
く
る
も

の
は
、こ
の
映
画
以
外
に
無
い
。
そ
の
意
味
で
は
、鉄
道
の
シ
ー
ン
は
、こ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
大
変
重
要
な
、
象
徴
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。

一
般
公
開
の
可
能
性
は
低
い
の
で
、
劇
場
で
ご
覧
に
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
少
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
一
度
は
見
る
べ
き
映
画
だ
と
思
う
。

「SHOAH ショア」
DVD－BOX～虐殺の証言～

（５枚組 DVD）
ショア／ 1985 年・フランス映画・541分
発売元／角川映画
販売元／ジェネオン エンタテインメント
価格／ 24,150 円（税込）
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なんば
グラン

ド花月
。

派手な看板がぎっしりならぶ道頓堀
の看板も

やっぱりにぎにぎしい。
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民鉄 　紀行 近畿日本鉄道・難波線
［近鉄難波～上本町］

万
国
博
覧
会
の
開
幕
当
日
に
開
通

近
畿
日
本
鉄
道
（
近
鉄
）
は
、
関
西
か
ら
東
海
に
か

け
て
の
２
府
３
県
に
路
線
を
も
つ
最
も
営
業
距
離
の
長

い
民
鉄
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
近
鉄
難
波
線
」
は

「
上
本
町
」「
近
鉄
日
本
橋
」「
近
鉄
難
波
」
の
３
駅
、
路

線
距
離
わ
ず
か
２
㎞
、大
阪
の
コ
テ
コ
テ
文
化
を
ギ
ュ
ッ

と
凝
縮
し
た
路
線
で
あ
る
。

近
鉄
の
母
体
と
も
い
え
る
大
阪
電
気
軌
道
は
、
生

駒
ト
ン
ネ
ル
を
難
工
事
の
末
に
完
成
さ
せ
て
大
正
３ 

（
１
９
１
４
）
年
に
上
本
町―

奈
良
間
を
開
業
さ
せ
、

そ
れ
以
来
、
鳥
羽
や
賢
島
、
名
古
屋
な
ど
へ
の
ル
ー
ト

を
整
え
、
上
本
町
駅
は
大
阪
の
東
の
玄
関
口
、
創
業
以

来
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

悲
願
だ
っ
た
上
本
町
か
ら
大
阪
市
内
中
心
部
へ
の
乗

り
入
れ
は
、
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
、
万
国
博
覧
会

関
連
の
交
通
整
備
の
一
環
と
し
て
着
工
。
万
博
開
幕
当

日
の
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
３
月
15
日
に
「
近
鉄
難

波
線
」
と
し
て
開
通
し
た
。
万
博
に
訪
れ
た
多
く
の
人

た
ち
は
、
万
博
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
線
と
な
っ
た
同

線
を
利
用
し
、
奈
良
や
伊
勢
志
摩
な
ど
豊
富
な
近
鉄
沿

線
の
名
所
旧
跡
に
も
足
を
向
け
た
と
い
う
。

市
営
バ
ス
停
「
上
本
町
六
丁
目
」
は
近
鉄
上
本
町
駅

前
に
あ
る
。
大
阪
で
は
地
名
を
省
略
し
て
呼
ぶ
こ
と
が

多
く
、
日
本
橋
一
丁
目
は
「
日に
っ
ぽ
ん
い
ち

本
一
」（
ポ
ン
イ
チ
と
も
）、

天
神
橋
六
丁
目
は
「
天て
ん
ろ
く六
」、
近
鉄
上
本
町
駅
一
帯
を

総
称
し
て
「
上う
え
ろ
く六

」
と
呼
ぶ
の
が
習
わ
し
だ
。

元
和
元
年
、
冬
夏
の
陣
で
焼
け
野
原
と
な
っ
た
浪
速

の
町
の
再
建
に
あ
た
っ
た
松
平
忠
明
（
家
康
の
外
孫
）

は
、
太
古
は
海
だ
っ
た
大
阪
で
唯
一
陸
地
と
い
え
る
大

阪
城
か
ら
四
天
王
寺
に
至
る
上
町
台
地
を
寺
町
と
し
、

水
害
が
多
い
船
場
や
島
之
内
の
避
難
所
に
も
あ
て
た
。

高
台
の
上
六
付
近
は
風
光
明
媚
な
た
め
に
豪
商
の
別

荘
、
庭
園
、
梅
林
、
茶
亭
な
ど
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
名
残
で
、
上
町
筋
を
少
し
北
に
と
っ
た
誓
願
寺

に
は
井
原
西
鶴
や
私
塾
「
懐
徳
堂
」
を
設
立
し
た
中
井

一
族
の
墓
が
あ
り
、
隣
の
谷
町
筋
に
は
堂
島
米
会
所
な

ど
浪
速
三
大
市
場
を
つ
く
っ
た
淀
屋
が
眠
る
大
仙
寺
、

久く
ほ
ん本

寺
に
は
住
友
友と
も
も
ち以

、
近
松
門
左
衛
門
の
墓
石
や
人

形
浄
瑠
璃
の
竹
本
若
太
夫
、
忠
臣
蔵
の
原
惣
右
衛
門
の

寺
な
ど
歴
史
の
散
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ご
っ
た
煮
文
化
の
大
阪
ミ
ナ
ミ
・
エ
リ
ア

近
鉄
百
貨
店
と
一
体
に
な
っ
た
上
本
町
駅
の
地
下

ホ
ー
ム
か
ら
、
電
車
で
２
駅
先
の
近
鉄
難
波
駅
に
向
か

う
。
全
線
地
下
で
あ
っ
と
い
う
間
に
到
着
し
た
。
実
質

的
に
は
奈
良
線
の
延
伸
線
で
あ
り
、
伊
勢
志
摩
や
名
古

屋
方
面
の
特
急
列
車
の
多
く
が
発
着
し
て
い
て
、「
難
波

線
」
と
い
う
名
称
自
体
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
地

下
鉄
の
御
堂
筋
線
、
千
日
前
線
、
四
つ
橋
線
、
さ
ら
に

南
海
電
鉄
と
Ｊ
Ｒ
難
波
駅
と
も
地
下
道
で
つ
な
が
っ
て

い
て
コ
ン
コ
ー
ス
は
人
の
波
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。

「
難
波
」
は
、
古
く
は
難な
に
わ
の
み
や

波
宮
な
ど＂
ナ
ニ
ワ
＂
と

呼
ん
だ
が
、
こ
の
辺
り
は
難な
ん
ば
む
ら

波
村
の
新
開
地
だ
っ
た
こ

と
か
ら＂
ナ
ン
バ
＂
と
呼
ぶ
。
昔
か
ら
大
阪
の
中
心
で
、

一
帯
を
ゆ
っ
た
り
遊
歩
す
る
だ
け
で
数
日
を
要
す
る
と

い
う
繁
華
街
、
ミ
ナ
ミ
・
エ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
る
。

御
堂
筋
に
面
し
た
近
鉄
難
波
ビ
ル
の
南
側
に
建
つ
桃

山
風
の
「
新
歌
舞
伎
座
」
か
ら
、
芝
居
町
道
頓
堀
の

上六付近は浪速の歴史の散歩道。

大阪初心者が「これぞ、大阪」を堪能したいなら、
近鉄難波線の３駅乗り歩きをおすすめする。
食あり、笑いあり、歴史あり。浪速の気分にどっぷり浸ることができる。

連載
25



活気
ある
かけ
声が
飛び
かう

浪速
の台
所・
黒門
市場

。

法善寺の境内にある「夫婦善哉」は

明治 16（１８８３）年創業の老舗。
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民鉄 　紀行
松
竹
座
や
角
座
、
さ
ら
に
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月

や
ワ
ッ
ハ
上
方
ま
で
芸
能
コ
ー
ス
は
飽
き
る
こ
と
が
な

い
。
西
側
の
湊
町
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ス
を
北
に
少
し
歩
く

と
、
カ
フ
ェ
＆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
堀
江
オ
レ
ン
ジ
ス
ト

リ
ー
ト
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
御
堂
筋
ま
で
が
大
阪
を
代

表
す
る
若
者
の
街
、
ア
メ
リ
カ
村
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ョ
ッ
プ
が
軒
を
並
べ
る
が
、
買
い
物
が
目
的
な
ら
南

船
場
や
心
斎
橋
筋
で
の
心
ブ
ラ
が
お
す
す
め
だ
し
、
御

堂
筋
沿
い
は
ヴ
ィ
ト
ン
、
デ
ィ
オ
ー
ル
、
シ
ャ
ネ
ル
な

ど
が
並
ぶ
ス
ー
パ
ー
・
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
リ
ー
ト
だ
。

も
ち
ろ
ん
「
食
い
だ
お
れ
の
町
」
だ
か
ら
グ
ル
メ
・

コ
ー
ス
は
い
く
つ
も
あ
る
。
ド
派
手
な
看
板
が
並
ぶ
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
道
頓
堀
を
は
じ
め
、
と
ん
ぼ
り
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
（
道
頓
堀
川
岸
）
を
は
さ
ん
だ
南
地
五

花
街
の
宗
右
衛
門
町
、
法
善
寺
横
町
に
千
日
前
、
戎
橋

商
店
街
に
極
楽
商
店
街
。
フ
グ
や
ス
ッ
ポ
ン
の
高
級
料

理
か
ら
ラ
ー
メ
ン
や
カ
レ
ー
の
庶
民
派
料
理
、
お
好
み

焼
き
か
ら
た
こ
焼
き
ま
で
何
で
も
ご
ざ
れ
だ
。

浪
速
ら
し
い
ご
っ
た
煮
の
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
も
徒
歩
圏

内
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
さ
が
魅
力
だ
が
、
２
０
０
９
年

完
成
予
定
の
阪
神
電
鉄
西
大
阪
線
（
阪
神
な
ん
ば
線
に

改
称
予
定
）
が
難
波
駅
に
相
互
乗
り
入
れ
す
る
た
め
、

西
宮
か
ら
三
宮
、
山
陽
電
鉄
の
姫
路
ま
で
つ
な
が
り
、

ま
す
ま
す
ミ
ナ
ミ
の
東
西
の
玄
関
駅
に
な
っ
て
い
く
。

浪
速
の
歳
時
記
・
黒
門
市
場

大
阪
で
は
南
北
の
道
を
原
則
「
筋
」
と
呼
び
、
東
西

は
「
通
り
」
と
呼
ぶ
。
御
堂
筋
の
難
波
駅
か
ら
0.8
㎞
離

れ
た
堺
筋
の
日
本
橋
駅
ま
で
、
千
日
前
通
り
の
地
下
街

「
な
ん
ば
ウ
ォ
ー
ク
」
を
ぶ
ら
り
と
歩
い
て
み
た
。
御

堂
筋
よ
り
西
の
四
つ
橋
筋
か
ら
堺
筋
ま
で
２
４
０
も
の

店
舗
が
あ
る
か
ら
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
中

間
地
点
の
千
日
前
を
左
に
と
る
と
織
田
作
之
助
の
小
説

「
夫
婦
善
哉
」
の
舞
台
と
な
っ
た
法
善
寺
が
あ
る
。
山

号
を
天
竜
山
と
い
い
、
千
日
念
仏
回
向
の
興
行
か
ら
千

日
前
が
地
名
と
な
っ
た
。

千
日
前
通
り
と
平
行
し
て
流
れ
る
道
頓
堀
川
に
は
14

の
橋
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
幕
府
が
架
け
た
唯
一
の

公
儀
橋
が
堺
筋
の
日
本
橋
で
、
戦
略
の
要
衝
「
紀
州
街

道
」
と
結
ぶ
橋
と
し
て
、
東
京
の
日
本
橋
と
区
別
し
て

＂
ニ
ッ
ポ
ン
バ
シ
＂
と
呼
ぶ
。

日
本
橋
駅
か
ら
上
本
町
に
向
か
っ
て
３
分
も
歩
く

と
、
日
本
で
４
番
目
の
国
立
劇
場
「
国
立
文
楽
劇
場
」

が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
東
に
進
む
と
古
典
落
語「
高

津
の
富
」
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
る
高こ
う
づ
ぐ
う

津
宮
が
あ
る
。

仁
徳
天
皇
が
主
祭
だ
が
、
桂
文
枝
の
石
碑
を
境
内
で
み

つ
け
た
。
さ
く
ら
の
名
所
だ
。

生い
く
た
ま玉

さ
ん
と
親
し
ま
れ
る
生い
く
く
に國

魂た
ま

神じ
ん
じ
ゃ社

を
お
参
り
し

て
、旅
の
締
め
く
く
り
に
駅
南
の「
黒
門
市
場
」に
入
っ

た
。
む
か
し
圓え
ん
め
い
じ

明
寺
の
黒
い
山
門
が
こ
こ
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
黒
門
市
場
と
呼
ぶ
が
、「
中
央
市
場
に
な
い
品
物

も
黒
門
に
は
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
、
食
の
プ
ロ
か
ら
主

婦
に
ま
で
ナ
ニ
ワ
の
台
所
と
し
て
愛
さ
れ
、
暮
れ
の
賑

わ
い
は
大
阪
の
風
物
詩
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。

黒
門
市
場
を
南
に
ぬ
け
る
と
西
の
秋
葉
原
、
日
本
橋

電
気
街
「
で
ん
で
ん
タ
ウ
ン
」
に
な
る
。
さ
ら
に
南
に

歩
を
進
め
る
と
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
通
天
閣
が
目
に
入
っ

て
き
た
。
よ
ー
し
、
旅
の
仕
上
げ
は
ビ
ー
ル
と
新
世
界

名
物
の
串
カ
ツ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
と
い
く
か
。

何でもござれが楽しい、難波を歩く。

文・島　実蔵（ジャーナリスト・作家）

text by Zitsuzoh SHIMA
（社）日本ペンクラブ会員、企業フォーラム会員。著書に『大坂堂島米会所物語』（時事通信社）、

『タイムスリップ in 浪華』（飛鳥書房）ほか。

写真・生田由美子
photographs by Yumiko IKUTA 
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京
王
電
気
軌
道
（
現
在
の
京
王
電
鉄
）

と
吉
田
初
三
郎
の
か
か
わ
り
は
、
大
正
期

に
始
ま
る
よ
う
だ
。
京
王
沿
線
図
の
依
嘱

を
受
け
、
作
品
を
も
の
せ
ん
と
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
関
東

大
震
災
が
発
生
。
東
京
鮫
洲
の
画
室
と
銀

座
の
店
舗
が
倒
壊
。
失
望
し
た
初
三
郎
は

「
志
を
果
た
し
得
ず
、
心
中
私ひ
そ

か
に
之こ

れ
を

遺
憾
と
せ
し
に
、
今
や
再
び
本
社
の
懇
嘱

に
あ
ふ
て
（
絵
に
添
へ
て
一
筆
）」
の
と
お

り
、
震
災
後
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
再
依
嘱
を

受
け
、
ま
た
名
鉄
の
支
援
で
日
本
ラ
イ
ン

木
曽
江
畔
の
蘇
江
仮
画
室
を
本
拠
地
に
、

再
出
発
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
数
年
後
の
昭
和
二
年
十
二
月

二
十
八
日
印
刷
、
昭
和
三
年
一
月
一
日
に

念
願
の
「
京
王
電
車
沿
線
名
所
図
絵
」
を

刊
行
。
図
柄
は
、
四
谷
新
宿
～
東
八
王
子

の
路
線
と
多
摩
御
陵
（
大
正
天
皇
陵
墓
・

昭
和
二
年
設
立
）
ま
で
の
予
定
線
を
横
長

軸
に
、
新
宿
御
苑
、
浄
水
池
、
十
二
社
、

明
治
神
宮
、
井
ノ
頭
公
園
、
深
大
寺
、
東

京
王
電
車
沿
線
名
所
図
絵

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。近著に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（2006 年）がある。

連載─第❸回

東
京
よ
り
多
摩
御
陵
参
拝
近
道



『京王電車沿線名所図絵 ［ 東京より多摩御陵参拝近道 ］』
（昭和５（1930）年）
鉄筋コンクリート３階建て、総坪 1200 坪の広さを誇り、「東京の宝
塚」と称された京王閣が中心に据えられている。表紙には多摩御陵、
裏表紙には京王閣を訪れた親子連れが描かれた。

（写真提供：八王子郷土資料館）
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京
市
共
葬
墓
地
（
現
多
磨
霊
園
）、京
王
閣
、

高
幡
不
動
尊
、
百
草
園
、
高
尾
山
な
ど
の

沿
線
名
所
を
立
体
的
に
描
画
し
て
い
て
楽

し
い
彩
色
図
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
時
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
は
、
今
は
廃

止
の
路
面
走
行
だ
っ
た
。
京
王
閣
は
、
昭

和
二
年
に
京
王
電
気
軌
道
が
開
館
し
た
演

芸
場
、
温
泉
付
き
の
遊
園
地
。
対
岸
の
桜

の
名
所
稲
田
堤
は
行
楽
客
で
賑
わ
う
所
。

背
後
の
百
草
園
、
高
幡
不
動
尊
、
さ
ら
に

桜
と
紅
葉
と
山
岳
信
仰
の
霊
場
髙
尾
山
薬

王
院
や
多
摩
御
陵
を
緻
密
に
模
写
し
た
作

品
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
二
年
後
、
蘇
江
新
画

室
で
描
画
、
昭
和
五
年
秋
に
刊
行
し
た
の

が
本
図
で
あ
る
。
再
版
、
い
や
改
版
と
し

て
描
き
直
し
。
そ
れ
も
前
版
の
視
点
と
上

下
が
逆
転
し
、
南
が
上
と
な
り
、
デ
フ
ォ

ル
メ
し
描
写
し
た
沿
線
名
所
も
大
幅
に
取

捨
。
そ
の
分
、よ
り
大
勢
の
集
客
を
ね
ら
っ

た
京
王
閣
と
高
尾
山
、
多
摩
御
陵
、
そ
れ

に
富
士
山
の
み
が
前
版
に
も
増
し
て
巨
大

だ
。
当
時
の
京
王
の
沿
線
開
発
の
意
気
込

み
、
意
向
を
巧
み
に
汲
み
と
っ
て
い
る
初

三
郎
の
眼
力
と
筆
致
が
目
を
惹ひ

く
。

　

ま
た
、
な
ぜ
改
版
な
の
か
気
に
な
る
。

作
品
の
副
題
「
多
摩
御
陵
参
拝
近
道
」
か

ら
の
判
断
だ
が
、
刊
行
の
翌
昭
和
六
年
、

北
野
か
ら
御
陵
前
ま
で
の
路
線
延
長
（
京

王
御
陵
線
）
が
敷
設
開
通
す
る
こ
と
を
記

念
し
て
の
発
注
と
み
た
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。

京
王
電
鉄
株
式
会
社

K
eio C

orporation

創
立
：
明
治
43
年
９
月

設
立
：
昭
和
23
年
６
月
１
日

本
社
：
東
京
都
多
摩
市
関
戸
１
丁
目
９
番
地
１

前身は京王電気軌道株式会社。戦中戦
後の合併・分割を経て、昭和 23 年、
京王帝都電鉄株式会社として新たに発
足、会社設立 50 周年を機に現社名に
改称した。笹塚〜調布間開通に端を発
した京王線は平成 20 年に開業 95 周
年、井の頭線は 73 周年を迎える。現在、
運輸業を中心に流通、レジャーサービ
ス、不動産など 43 社からなる京王グ
ループでは「あなたと あたらしい あ
したへ」の合言葉のもと、生活創造産
業を目指し、多角的に事業を展開して
いる。

あなたと あたらしい
あしたへ

至池袋 新宿

明大前
下北沢笹塚

永福町

久我山

調布

府中
分倍河原

橋本
北野

南大沢

京王八王子

聖蹟桜ヶ丘
高幡不動

高尾山口

めじろ台

京王永山
京王多摩
センター

京王稲田堤

つつじヶ丘
千歳烏山

桜上水

高尾

吉祥寺

渋谷 至品川

京
王
線

井
の
頭
線

相
模
原
線

高
尾
線

京王電鉄株式会社　路線図



古
紙
配
合
率
70
％
・
白
色
度
70
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◉
発
行
所
／
社
団
法
人  

日
本
民
営
鉄
道
協
会

 

〒
１
０
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０
０
０
４　

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
２
丁
目
６
番
地
１
号

 
TEL

：
０
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５
２
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１
４
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FAX

：
０
３-

５
２
０
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１
４
１
２

 
U

RL

：http://w
w

w
.m

intetsu.or.jp

◉
発
行
人
／
（
社
）
日
本
民
営
鉄
道
協
会
広
報
委
員
会

◉
企
画
編
集
／
（
社
）
日
本
民
営
鉄
道
協
会
広
報
部
会
（
東
武
鉄
道
、
西
武
鉄
道
、
京
成
電
鉄
、
京
王
電
鉄
、

 

小
田
急
電
鉄
、東
京
急
行
電
鉄
、京
浜
急
行
電
鉄
、東
京
地
下
鉄
、相
模
鉄
道
、
名
古
屋
鉄
道
、

 

近
畿
日
本
鉄
道
、
南
海
電
気
鉄
道
、
京
阪
電
気
鉄
道
、
阪
急
電
鉄
、
阪
神
電
気
鉄
道
、

 

西
日
本
鉄
道
）

◉
企
画
編
集
協
力
／
時
事
通
信
出
版
局
「
み
ん
て
つ
」
編
集
室

◉
写　
　

真
／
織
本
知
之
／
増
子
俊
吉
／
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ａ
通
信
社

◉
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
／
浜
田
修
司
／
大
島
恵
里
子

◉
印　
　

刷
／
大
日
本
印
刷
株
式
会
社

冬
号
WINTER

No.

25
2008

※
本
誌
の
記
事
、
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ゴ
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

ハルニレの木（Ⓒ PANA 通信社）


